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土木工事施工管理基準
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土木工事施工管理基準及び規格値
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〔第１編 共 通 編〕

章 節 条 枝番 頁

矢板工

（鋼矢板）

（軽量鋼矢板）

（コンクリート矢板）

（広幅型鋼矢板）

（可とう鋼矢板）

430

現場打法枠工

現場吹付法枠工

法枠工

プレキャスト法枠工

〃

吹付工

（コンクリート）

（モルタル）

〃

種子吹付工

張芝工

筋芝工

市松芝工

植生ネット工

種子帯工

人工張芝工

植生穴工

厚層基材吹付工

植生工

客土吹付工

431

縁石工

（縁石・アスカーブ）
〃

小型標識工 〃

防止柵工

（立入防止柵）

（転落（横断）防止柵）

（車止めポスト）

432

ガードレール路側防護柵工

ガードケーブル
〃

区画線工 433

道路付属物工

（視線誘導標）

（距離標）

〃

桁製作工 434桁製作工

桁製作工（仮組立による検査を

省略する場合）
435

工場塗装工 438

コンクリート面塗装工 439

一般施工 共通的工種
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〔第１編 共 通 編〕

章 節 条 枝番 頁

一般事項

（切込砂利）

（砕石基礎工）

（割ぐり石基礎工）

（均しコンクリート）

439

現場打 〃法留基礎工

プレキャスト 440

既製杭工

（既製コンクリート杭）

（鋼管杭）

（Ｈ鋼杭）

〃

場所打杭工 〃

深礎工 〃

基礎工

鋼管井筒基礎工 441

コンクリートブロック積み

コンクリートブロック張り
442

連節ブロック張り 〃

コンクリートブロック工

天端保護ブロック 〃

緑化ブロック工 443

石・ブロック積（張）工

石積（張）工 〃

下層路盤工 444

上層路盤工（粒度調整

路盤工）
〃

上層路盤工（セメント（石灰）

安定処理工）
445

加熱アスファルト安定処理工 〃

基層工 446

アスファルト舗装工

表層工 〃

下層路盤工 447

粒度調整路盤工 〃

セメント（石灰・瀝青）安定処

理工
448

アスファルト中間層 〃

コンクリート舗装版工 449

転圧コンクリート版工

（下層路盤工）
〃

転圧コンクリート版工

（粒度調整路盤工）
〃

転圧コンクリート版工（セメン

ト（石灰・瀝青）安定処理工）
450

転圧コンクリート版工

（アスファルト中間層）
〃

一般施工

一般舗装工

コンクリート舗装工

転圧コンクリート版工 〃
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〔第１編 共 通 編〕

章 節 条 枝番 頁

路床安定処理工 453

置換工 〃

表層安定処理工 サンドマット 〃

地盤改良工

パイルネット工 454

一般施工

仮設工 土留・仮締切工 土留・仮締切工

（Ｈ鋼杭）

（鋼矢板）

455

掘削工（切土工） 456

盛土工 〃

盛土補強工

{補強土（テールアルメ）

壁工法}

（多数アンカー式補強土

  工法）

（ジオテキスタイルを用いた

  補強土工法）

〃

整形仕上げ工（盛土工） 457

土工 河川・海岸・砂防土工

天端敷砂利工 〃

掘削工（切土工） 〃

路体盛土工 458

路床盛土工 〃

土工 道路土工

法面整形工（盛土工） 〃

無筋・鉄筋コンクリート 鉄筋 鉄筋の組立て 〃
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〔第２編 河 川 編〕

章 節 条 枝番 頁

法留基礎工 459護岸基礎工

矢板工 〃

笠コンクリート工 〃矢板護岸工

矢板工 〃

コンクリートブロック工 〃

護岸付属物工 460

緑化ブロック工 〃

環境護岸ブロック工 〃

石張り・石積み工 〃

法枠工 〃

巨石張り

巨石積み

多自然型護岸工

かごマット

461

吹付工 〃

植生工 〃

覆土工 462

じゃかご

ふとんかご

かご枠

法覆護岸工

羽口工

連節ブロック張り

〃

コンクリート擁壁工 463擁壁護岸工

プレキャスト擁壁工 〃

根固めブロック工 〃

沈床工 464

捨石工 〃

じゃかご 〃

根固め工

かご工

ふとんかご 〃

沈床工 465

捨石工 〃

じゃかご 〃かご工

ふとんかご 〃

築堤・護岸

水制工

杭出し水制工 466

本体工

ヒューム管

ＰＣ管

コルゲートパイプ

ダクタイル鋳鉄管

467

函渠工

ＰＣ函渠 468

翼壁工 〃

樋門・樋管本体工

水叩工 〃

根固めブロック工 469

沈床工 〃

捨石工 470

じゃかご 〃

樋門・樋管

護床工

かご工

ふとんかご 〃
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章 節 条 枝番 頁

側溝工 471

集水桝工 〃

堤脚水路工 〃

暗渠工 〃

水路工

樋門接続暗渠工 472

階段工

（現場打階段）

（プレキャスト階段）

〃

樋門・樋管

付属物設置工

防止柵工 〃
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〔第３編 道 路 編〕

章 節 条 枝番 頁

遮音壁支柱製作工 473工場製作工 遮音壁支柱製作工

工場塗装工 〃

植生工 〃

じゃかご工 474

法面工

かご工

ふとんかご工 〃

既製杭工 〃

場所打杭工 〃

現場打擁壁工 475

プレキャスト擁壁工 〃

補強土擁壁工

{補強土（テールアルメ）

壁工法}

（多数アンカー式補強土工法）

（ジオテキスタイルを用いた

   補強土工法）

476

井桁ブロック工 〃

小型擁壁工 477

擁壁工

土留・仮締切工 〃

コンクリートブロック工 〃

緑化ブロック工 〃

石・ブロック積（張）工

石積（張）工 478

現場打カルバート工 〃

プレキャストカルバート工

（プレキャストボックス工）

（プレキャストパイプ工）

479

カルバート工

土留・仮締切工 〃

側溝工

（プレキャストＵ型側溝）

（コルゲートフリューム）

（自由勾配側溝）

〃

管渠工 〃

集水桝・マンホール工 480

地下排水工 〃

小型水路工

現場打（組立）水路工 〃

落石防止網工 〃落石雪害防止工

落石防護柵工 481

既製杭工 482

遮音壁基礎工 〃

道路改良

遮音壁工

遮音壁本体工 〃

下層路盤工 483

上層路盤工粒度調整路盤工） 〃

上層路盤工

{セメント（石灰）安定処理工}
484

加熱アスファルト安定処理工 〃

基層工 〃

舗装 舗装工 半たわみ性舗装工

表層工 485
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〔第３編 道 路 編〕

章 節 条 枝番 頁

下層路盤工 485

上層路盤工

（粒度調整路盤工）
〃

上層路盤工

{セメント（石灰）安定処理工}
486

加熱アスファルト安定処理工 〃

基層工 487

排水性舗装工

表層工 〃

コンクリート舗装工 488

下層路盤工 489

上層路盤工

（粒度調整路盤工）
〃

上層路盤工

{セメント（石灰）安定処理工}
490

加熱アスファルト安定処理工 〃

ブロック舗装工

基層工 〃

歩道路盤工

取合舗装路盤工

路肩舗装路盤工

491

歩道舗装工

取合舗装工

路肩舗装工

舗装工

表層工

〃

側溝工

（Ｌ型側溝工）

（ＬＯ型街渠工）

（プレキャストＵ型側溝工）

{管（函）渠型側溝工}

492

管渠工 〃

街渠桝・マンホール工

（街渠桝工）

（マンホール工）

〃

路面排水工

排水性舗装用路肩排水工 〃

路側防護柵工 〃防護柵工

防止柵工 493

小型標識工 〃

土留・仮締切工 〃

標識基礎工 〃

舗装

標識工

大型標識工

標識柱工 〃
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〔第３編 道 路 編〕

章 節 条 枝番 頁

区画線工 494

縁石工 〃

道路付属物工 〃

組立歩道工 495組立歩道工

支柱基礎工 〃

ケーブル配管工 496ケーブル配管工

ハンドホール 〃

舗装 道路付属物施設工

照明工

（照明柱基礎工）
〃

刃口金物製作工 〃

鋼製橋脚製作工 497

アンカーフレーム製作工 498

仮設材製作工 〃

工場製作工

工場塗装工 〃

既製杭工 〃

場所打杭工 499

躯体工 490

橋台工

土留・仮締切工 491

既製杭工 〃

場所打杭工 〃

鋼管井筒基礎工 492

張出式

重力式

半重力式

493

ＲＣ躯体工

ラーメン式 504

ＲＣ橋脚工

土留・仮締切工 〃

既製杭工 〃

場所打杭工 〃

鋼管井筒基礎工 505

Ｉ型・Ｔ型 〃橋脚フーチング工

門型 506

Ｉ型・Ｔ型 〃橋脚架設工

門型 〃

現場継手工 〃

現場塗装工 507

鋼製橋脚工

土留・仮締切工 〃

笠コンクリート工 〃

法留基礎工 〃

矢板工 〃

コンクリートブロック工 〃

石張り・石積み工 508

橋梁下部

護岸工

植生工 〃
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〔第３編 道 路 編〕

章 節 条 枝番 頁

桁製作工 509桁製作工

桁製作工（仮組立による検査

  を省略する場合）
〃

検査路製作工 510

鋼製伸縮継手製作工 〃

鋼製耐震連結装置製作工 〃

鋼製排水管製作工 〃

橋梁用防護柵製作工 511

橋梁用高欄製作工 〃

横断歩道橋製作工 横断歩道橋製作工 512

金属支承工 514鋳造費

大型ゴム支承工 515

アンカーフレーム製作工 516

仮設材製作工 〃

工場製作工

工場塗装工 〃

架設工（クレーン架設） 517鋼橋架設工

現場継手工 〃

橋梁現場塗装工 現場塗装工 〃

床版工 床版工 518

鋼製支承 〃支承工 支承工

ゴム支承 〃

地覆工 519

橋梁用防護柵工 〃

橋梁用高欄工 〃

鋼橋上部

橋梁付属物工

検査路工 520

プレビーム用桁製作工 521

橋梁用防護柵製作工 〃

鋼製伸縮継手製作工 522

工場製作工

工場塗装工 〃

けた橋 〃プレテンション桁購入工

スラブ橋 523

ポストテンションＴ（Ｉ）

桁製作工
〃

プレキャストブロック購入工 524

プレキャストブロック桁組立工 〃

ＰＣホロースラブ製作工 525

ＲＣ場所打ホロースラブ製作工 〃

コンクリート主桁製作工

ＰＣ版桁製作工 〃

床版・横組工 床版・横組工 526

鋼製支承 〃支承工 支承工

ゴム支承 527

地覆工 528

橋梁用防護柵工 〃

橋梁用高欄工 〃

コンクリート橋上部

橋梁付属物工

現場塗装工 529
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〔第３編 道 路 編〕

章 節 条 枝番 頁

現場打ち躯体工 530

カラー継手工 〃

防水 〃

防水保護工 〃

現場打ち構築工

防水工

防水壁 531

共同溝

プレキャスト構築工 プレキャスト躯体工 〃

管路工 〃

プレキャストボックス工 532

電線共同溝

現場打ちボックス工 〃

電線共同溝

付帯設備工 ハンドホール工 〃

工場製作工 桁補強材製作工 533

路面切削工 534

舗装打換え工 〃

切削オーバーレイ工 〃

オーバーレイ工 535

路上再生路盤工 〃

路上表層再生工 536

プレキャストＲＣ舗装版工 〃

歩道路盤工 537

取合舗装路盤工 〃

路肩舗装路盤工 〃

歩道舗装工 〃

取合舗装工 〃

路肩舗装工 〃

舗装修繕工

歩道舗装修繕工

表層工 〃

道路構造物修繕工 排水構造物修繕工 〃

鋼桁補強工 538

伸縮継手修繕工

（ゴムジョイント）
〃

鋼製支承 539

橋梁修繕工

ＰＣ橋支承修繕工・鋼桁支承

修繕工 ゴム支承 〃

道路修繕

現場塗装工 コンクリート面塗装工 540
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〔第５編 下 水 道 編〕

章 節 条 枝番 頁

掘削 541

開削工（管布設工) 〃

管基礎工（砂、砕石） 〃

管きょ工（開削）

コンクリート基礎 〃

組立マンホール設置工 542マンホール工

現場打マンホール設置工 〃

削進工 〃管きょ工（小口径推進）

小口径推進工（内径800mm未満） 543

管きょ工（推進工） 推進工（内径800mm以上） 〃

一次覆工 〃管きょ工（シールド工）

二次覆工 544

矢板工〔任意仮設は除く〕

（鋼矢板）（軽量鋼矢板）

（その他）

〃

深礎工（ライナー等） 〃

立坑工

鋼製ケーシング式立坑工 545

地盤改良工（薬液注入工） 〃

管路

地盤改良工

地盤改良工（高圧噴射撹拌工） 〃
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品質管理基準及び規格値                 

１．セメント・コンクリート（転圧コンクリート・ダム・覆工コンクリート・吹付けを除く）・・・・・・５４６

２．既製杭工（現場溶接）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５３

３．下層 路盤     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５５

４．上 層 路 盤 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６２

５．アスファルト安定処理路盤 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７４

６．セメント安定処理路盤 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７４

７．アスファルト舗装 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７８

８．路床安定処理工 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８９

９．表層安定処理工（表層混合処理工）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９２

10．固結工 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９２

11．河川土工 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９３

12．道路 土工     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９５

13．捨 石 工     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９５

14．排水性舗装工 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９９

15．溶接工 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６０５

16．改良土 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１０

17．鋼材   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１０

写真管理基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１１
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               土木工事施工管理基準                              
この土木工事施工管理基準は、土木工事共通仕様書 第１編 １－１－31「施工管理」に規定する土木工事の施

工管理及び規格値の基準を定めたものである。

１．目  的

この基準は、土木工事の施工について、契約図書に定められた工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保

を図ることを目的とする。

２．適  用

この基準は、八尾市が発注する土木工事について適用する。ただし、設計図書に明示されていない仮設構造物

等は除くものとする。また、工事の種類、規模、施工条件等により、この基準によりがたい場合は、監督員と協

議して他の方法によることができる。

３．構  成

                         工程管理

施工管理               出来形管理

（工事写真を含む）          品質管理

４．管理の実施

(1) 受注者は、工事施工前に、施工管理計画及び施工管理担当者を定めなければならない。

(2) 施工管理担当者は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わなければならない。

(3) 受注者は、測定（試験）等を工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるよう速やかに実施しなければ

ならない。

(4) 受注者は、測定（試験）等の結果をその都度逐次管理図表等に記録し、適切な管理のもとに保管し、監督員

の請求に対し直ちに提示するとともに、検査時に提出しなければならない。

５．管理項目及び方法

(1) 工程管理

    受注者は、工程管理を工事内容に応じた方式（ネットワーク（ＰＥＲＴ）又はバーチャート方式など）によ

り作成した実施工程表により行うものとする。但し、応急処理又は維持工事等の当初工事計画が困難な工事内

容については、省略できるものとする。

(2) 出来形管理

  受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し、設計値と実測値を対比し

て記録した出来形成果表又は、出来形図を作成し管理するものとする。但し、測定数が10点未満の場合は出来

形成果表のみとし、出来形図の作成は不要とする。

(3) 品質管理

１．受注者は、品質を品質管理基準に定める試験項目、試験方法及び試験基準により管理し、その管理内容に

応じて、工程能力図又は、品質管理図表（ヒストグラム、χ－Ｒ、χ－Ｒｓ－Ｒｍなど）を作成するものと

する。但し、測定数が10点未満の場合は品質管理表のみとし、管理図の作成は不要とする。

   この品質管理基準の適用は、下記に揚げる工種（イ）、（ロ）の条件に該当する工事を除き、試験区分で「必

須」となっている試験項目は、全面的に実施するものとする。

   また、試験区分で「その他」となっている試験項目は、特記仕様書で指定するものを実施するものとする。

(イ) 路  盤  

    維持工事等の小規模なもの（施工面積1,000㎡以下のもの）

(ロ) アスファルト舗装

維持工事等の小規模なもの（同一配合の合材が100ｔ未満のもの）

２．受注者は、セメントコンクリートの適用に当たり、無筋コンクリート構造物のうち重力式橋台、橋脚及び

重力式擁壁（高さ2.5ｍを越えるもの）については、鉄筋コンクリートに準ずるものとする。

６．規 格 値    

受注者は、出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・計測）値は、すべて規格値

を満足しなければならない。

７．その他

(1) 工事写真

受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視できない箇所の施工状

況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真管理基準により撮影し、適切な管理のもとに保管

し、監督員の請求に対し直ちに提示するとともに、検査時に提出しなければならない。
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出来形管理基準及び規格値

単位：㎜

編章節条
枝

番
工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±50

根     入   長 設計値以上

変     位     ℓ 100

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

４矢板工〔指定仮設・任意仮

設は除く〕

（鋼矢板）
（軽量鋼矢板）

 (コンクリート矢板)

（広幅型鋼矢板）
（可とう鋼矢板）

基準高は施工延長 20ｍにつき１箇

所、延長20ｍ以下のものは１施工

箇所につき２箇所。
変位は、施工延長 20ｍにつき１箇

所、延長以下のものは１施工箇所につ

き２箇所。

ℓ‹10m －100法

長

ℓ ℓ≧10m －200

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

幅         Ｗ －30

高      さ ｈ －30

吹付枠中心間隔 ａ ±100

枠延延長 20ｍにつき 1箇所、枠延延

長 20ｍ以下のものは１施工箇所につ

き２箇所。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

５１法枠工

（現場打法枠工）

（現場吹付法枠工）

延    長     Ｌ －200 １施工箇所毎

曲線部は設計

図書による

ℓ‹10m －100
法

長
ℓ ℓ≧10m －200

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇
所。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

５２法枠工

（プレキャスト法枠工）

延  長 Ｌ －200 １施工箇所毎

ℓ‹３m －50法
長

ℓ ℓ≧３m －100

施工延長 20ｍにつき１箇所、20ｍ以下
のものは１施工箇所につき２箇所。

ｔ‹５㎝ －10

ｔ≧５㎝ －20厚

さ

ｔ
但し、吹付面に凹凸がある場合の最

小吹付厚は、設計厚の50％以上とし
、平均厚は設計厚以上。

200㎡につき１箇所以上､200㎡以下は

２箇所をせん孔により測定。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

６吹付工
（コンクリート）

（モルタル）

延 長 Ｌ －200 １施工箇所毎



431

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

ℓ＜５ｍ －200
切

土
法

長

ℓ
ℓ≧５ｍ

法長の

－４％

ℓ＜５ｍ －100
盛
土

法

長
ℓ

ℓ≧５ｍ
法長の

－２％

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇
所。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

７１植生工

（種子吹付工）
（張芝工）

（筋芝工）

（市松芝工）
（植生ネット工）

（種子帯工）

（人工張芝工）
（植生穴工）

延     長 Ｌ －200 １施工箇所毎

ℓ＜５ｍ －200法

長

ℓ ℓ≧５ｍ
法長の
－４％

施工延長20ｍにつき１箇所、20ｍ以下

のものは１施工箇所につき２箇所。

ｔ‹５㎝ －10

ｔ≧５㎝ －20厚
さ

ｔ
但し、吹付面に凹凸がある場合の最

小吹付厚は、設計厚の50％以上とし
、平均厚は設計厚以上。

施工面積200㎡につき 1箇所､面積 200
㎡以下のものは、１施工箇所につき２

箇所。

検査孔により測定。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

７２植生工

（厚層基材吹付工）

（客土吹付工）

延     長 Ｌ －200 １施工箇所毎

延     長 Ｌ －200 １箇所／１施工箇所１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

８縁石工
（縁石・アスカーブ）

設 置 高 さ   Ｈ 設計値以上 １箇所／１基

幅     ｗ(Ｄ) －30

高 さ   ｈ －30
基

礎根  入  れ 長 設計値以上

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

９小型標識工

基礎１基毎
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

幅     ｗ －30基

礎 高 さ   ｈ －30

単独基礎 10基につき 1基､10基以下の

ものは２基測定。測定箇所は１基につ
き１箇所測定。

パイプ取付高 Ｈ
＋30

－20

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

10 防止柵工

（立入防止柵）
（転落（横断）防止柵）

（車止めポスト） １箇所／１施工箇所

幅     ｗ －30基

礎 高 さ   ｈ －30

１箇所／施工延長20ｍ、20ｍ以下のも

のは、２箇所／１施工箇所。

ビーム取付高 Ｈ
＋30

－20

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

11 １路側防護柵工

（ガードレール）

１箇所／１施工箇所

幅     ｗ －30

高 さ   ｈ －30
基
礎

延 長 Ｌ －100

１箇所／１施工箇所

ケーブル取付高 Ｈ
＋30

－20

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

11 ２路側防護柵工
（ガードケーブル）

１箇所／１施工箇所
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ       ｔ

（溶融式のみ）
設計値以上

幅             Ｗ 設計値以上

各線種毎に、１箇所テストピースによ

り測定。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

12 区画線工

高   さ      ｈ ±30
１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

13 道路付属物工

（視線誘導標）
（距離標）

１箇所／10本

10本以下の場合は、２箇所測定。



434

単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

主桁・主構 各支点及び各支間

中央付近を測定｡

フランジ幅  ｗ(ｍ)

腹 板 高  ｈ(ｍ)

腹板間隔  ｂ′(ｍ）

±２……

ｗ≦0.5

±３……
0.5＜ｗ≦1.0

±４……

1.0＜ｗ≦2.0
±(3+ｗ/2)

2.0＜ｗ

床組など 構造別に、５部材

につき１個抜き取

った部材の中央付
近を測定。

ﾌﾟﾚｰﾄｶﾞｰﾀｰ及

びトラス等の
部材の腹板

ｈ／250
板

の
平

面

度
δ

(㎜)

箱桁及びトラ
ス等のフラン

ジ鋼床版のデ

ッキプレート

ｂ／150

フランジの直角度

δ(㎜)
ｗ／200

主桁 各支点及び各支間

中央付近を測定｡

プレート

ガーター

±３……ℓ≦10

±４……ℓ＞10
部   

材   
長

ℓ

(ｍ)

トラス、

アーチなど

±２……ℓ≦10

±３……ℓ＞10

原則として仮組立をしない部材につい

て、主要部材全数を測定｡

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

14 １桁製作工

部 
 
 

材 
 
 

精 
 
 

度

圧縮材の曲がり

δ(㎜)
ℓ／1000

主要部材全数を測

定。
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単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

全長、支間長Ｌ(ｍ) ±(10+L/10) 主桁、主構全数を測定。

主桁、主構の中心間

距離       Ｂ(ｍ)

±４……Ｂ≦２

±(3+B/2)…

Ｂ＞２

各支点及び各支間中央付近を測定。

主構の組立高さ
ｈ(ｍ)

±５……ｈ≦５
±(2.5+h/2)

……ｈ＞５
－

両端部及び中心部
を測定｡

主桁、主構の通り

δ(㎜)

5+L/5……Ｌ≦100

25……Ｌ＞100

最も外側の主桁又は主構について支点

及び支間中央の１点を測定｡

主桁、主構のそり

δ(㎜)

-5～+5……Ｌ≦20

-5～+10……

20＜Ｌ≦40
-5～+15……

40＜Ｌ≦80

-5～+25……
80＜Ｌ≦200

各主桁について10

～12ｍ 間隔を測

定｡

各主構の各格点を

測定｡

主桁、主構の橋端に

おける出入差

δ(㎜)

10

どちらか一方の主桁（主構）端を測定｡

主桁、主構の鉛直度

δ(㎜)
3+ｈ/1,000

各主桁の両端部を

測定｡

支点及び支間中央

付近を測定｡

現場継手部のすき間

δ１，δ２(㎜)

５

※±５

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

14 １桁製作工

仮 
 
 

組 
 
 

立 
 
 

精 
 
 

度

主桁、主構の全継手数の１／２を測定｡

※は耐候性鋼材（裸使用）の場合
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単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

主桁・主構 各支点及び各支間

中央付近を測定｡
フランジ幅   ｗ(ｍ)

腹 板 高   ｈ(ｍ)

腹板間隔 ｂ′(ｍ)

±２……ｗ≦0.5

±３……

0.5＜ｗ≦1.0
±４……

1.0＜ｗ≦2.0

±(3+ｗ/2)
2.0＜ｗ

床組など 構造別に、５部材
につき１個抜き取

った部材の中央付

近を測定。

工場

ﾌﾟﾚｰﾄｶﾞｰﾀｰ及

びトラス等の

部材の腹板

ｈ／250
板

の

平
面

度

δ
(㎜)

箱桁等及びﾄ

ﾗｽ等のﾌﾗﾝｼﾞ
鋼床版のﾃﾞｯ

ｷﾌﾟﾚｰﾄ

ｂ／150

工場

フランジの直角度

δ(㎜)
ｗ／200

主桁 各支点及び各支間

中央付近を測定｡

工場

プレートガー

ター

±３…ℓ≦10

±４…ℓ＞10

トラス、

アーチなど

±２…ℓ≦10

±３…ℓ＞10

部

材
長        

ℓ  

(m) 
伸 縮 継 手

-5～+10……ℓ≦10

-5～+(5+w/2) 

……ℓ＞10

原則として仮組立をしない部材につい

て、主要部材全数を測定｡

W：車道幅員（m）

工場

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

14 ２桁製作工

（仮組立による検査を

省略する場合）

部 
 
 

材 
 
 

精 
 
 

度

圧縮材の曲がり
δ(㎜)

ℓ／1000

主要部材全数を測
定。

工場
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単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

主構の組立高さ

  ｈ(ｍ)

±５…… ｈ≦５

±(2.5+h/2)

…… ｈ＞５

－

両端部及び中心部

を測定｡

工場

主桁、主構の通り

δ(㎜)

5+L/5……Ｌ≦100

25……   Ｌ＞100

最も外側の主桁又は主構について支点

及び支間中央の１点を測定｡

Ｌ：側線長(m)

工場

部 
 
 

材 
 
 

精 
 
 

度

主桁、主構の鉛直度

δ(㎜)
3+ｈ/1,000

各主桁の両端部を

測定

支点及び支間中央

付近を測定｡

工場

全長、支間長 Ｌ(ｍ) ±(10+L/10)

主桁、主構全数を測定。 現場

主桁、主構の中心間
距離         Ｂ(ｍ)

±４……  Ｂ≦２
±(3+B/2)…

Ｂ＞２

各支点及び各支間中央付近を測定。 現場

架設完了キャンパー

δ(㎜)

Ｌ≦40……±25㎜

Ｌ＞40……
±{25+(L-40)}

L:主桁、主溝の主間長（ｍ） 現場

主桁、主構の橋端に

おける出入差δ(㎜)
10

どちらか一方の主桁（主構）端を測定｡ 現場

現場継手部のすき間

δ１，δ２(㎜)

５

※±５

主桁、主構の全継手数の１／２を測定｡

※は耐候性鋼材（裸使用）の場合

現場

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

14 ２桁製作工

（仮組立による検査を

省略する場合）

組 
 
 

立 
 
 

精 
 
 

度

平面対角線長 δ(㎜) ｜δ｜≦15㎜ 現場



438

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

15 工場塗装工 塗  膜  厚 a.ロット塗膜厚の

平均値は、目標

塗膜厚合計値の
90％以上｡

b.測定値の最小値

は、目標塗膜厚
合計値の70％以

上。

c.測定値の分布の
標準偏差は、目

標塗膜厚合計値

の20％を超えな
い。ただし、測

定値の平均値が

目標塗膜厚合計
値より大きい場

合はこの限りで

はない。

工場塗装終了時に測定。ただし、工場で

上塗りまで塗装する場合は、下塗り終了

時と上塗り終了時に測定。なお、鋼橋塗
装便覧にいうＣ塗装系の場合は、無機ジ

ンクリッチペイントの塗布後にも測定。

１ロットの大きさは、500㎡とする。
１ロット当たり測定数は、25点とし、

各点の測定は５回行い、その平均値を

その点の測定値とする。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

１
共
通
編

３
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

16 コンクリート面塗装工 塗  膜  厚 a.ロットの塗膜厚

平均値は、目標
塗膜厚合計値の

90％以上｡

b.測定値の最小値
は、目標塗膜厚

合計値の70％以

上。
c.測定値の分布の

標準偏差は、目

標塗膜厚合計値
の20％を超えな

い。ただし、測

定値の平均値が

目標塗膜厚合計
値より大きい場

合はこの限りで

はない。

塗装終了時に測定。

１ロットの大きさは、500㎡とする。
１ロット当たり測定数は、25点とし、

各点の測定は５回行い、その平均値を

その点の測定値とする。

幅             ｗ 設計値以上

厚 さ    ｔ１，ｔ２ －30

延    長      Ｌ
各構造物の規格値

による。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

４
基
礎
工

１一般事項
（切込砂利）

（砕石基礎工）

（割ぐり石基礎工）
（均しコンクリート）

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20
ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

基 準 高    ▽ ±30

幅              Ｗ －30

高   さ     ｈ －30

延   長     Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

４
基
礎
工

３１法留基礎工

（現場打）

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇
所。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高    ▽ ±30

延     長    Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

４
基
礎
工

３２法留基礎工

（プレキャスト）

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

基 準 高    ▽ ±50

根     入   長 設計値以上

偏 心 量    ｄ
Ｄ／４以内かつ

100以内

１
共
通
編

３
一
般
施
工

４
基
礎
工

４既製杭工
（既成コンクリート杭）

（鋼管杭）

（Ｈ鋼杭）

全数について杭中心で測定。

基 準 高    ▽ ±50

根   入    長 設計値以上

偏 心 量    ｄ
Ｄ／４以内かつ

100以内

杭       径
設計径（公称径）

以上

１
共
通
編

３
一
般
施
工

４
基
礎
工

５場所打杭工 全数について杭中心で測定。

基 準 高    ▽ ±50

根   入   長 設計値以上

偏 心 量    ｄ 150以内

１
共
通
編

３
一
般
施
工

４
基
礎
工

６深礎工 全数について杭中心で測定。



441

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基   準   高    ▽ ±100

根      入    長 設計値以上

偏 心   量    ｄ 300以内

１
共
通
編

３
一
般
施
工

４
基
礎
工

９鋼管井筒基礎工 基準高は、全数を測定。偏心量は、１

基ごとに測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基    準    高   ▽ ±50

ℓ＜３ｍ －50法

長
ℓ ℓ≧３ｍ －100

厚さ(ブロック積張)ｔ１ －50

厚さ(裏込) ｔ２ －50

延 長     Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張
）
工

３１コンクリートブロック工

（コンクリートブロック

積み）
（コンクリートブロック

張り）

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。
厚さは上端部及び下端部の２箇所を測

定。

基   準 高  ▽ ±50

法      長   ℓ －100

延 長 Ｌ１，Ｌ２ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張
）
工

３２コンクリートブロック工

（連節ブロック張り）

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

基   準 高  ▽ ±50

幅               w －100

延   長      Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張
）
工

３３コンクリートブロック工

（天端保護ブロック）

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高    ▽ ±50

ℓ＜３ｍ －50法

長
ℓ ℓ≧３ｍ －100

厚さ(ブロック)  ｔ１ －50

厚さ(裏込)    ｔ２ －50

延     長     Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張
）
工

４緑化ブロック工 施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。
厚さは上端部及び下端部の２箇所を測

定。

基 準 高     ▽ ±50

ℓ＜３ｍ －50法
長

ℓ ℓ≧３ｍ －100

厚さ(石積・張) ｔ１ －50

厚さ(裏込)     ｔ２ －50

延     長    Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張
）
工

５石積（張）工 施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20
ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

厚さは上端部及び下端部の２箇所を測
定。



444

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基準高 ▽ ±40

厚  さ －45

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

５１アスファルト舗装工

（下層路盤工）

基準高は延長20ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、道路中心線

および端部で測定。厚さは各車
線 20ｍ毎又は側点毎に１箇所

を掘り起して測定。

幅は、延長40ｍ毎又は側点毎に
１箇所の割に測定。

厚   さ －25

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

５２アスファルト舗装工
（上層路盤工）

粒度調整路盤工

幅は、延長 100ｍ毎又は側点毎
に１箇所の割とし、厚さは各車

線20ｍ毎に 1箇所を堀り起して

測定。



445

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ －25

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

５３アスファルト舗装工

（上層路盤工）

セメント（石灰）安定
処理工

幅は、延長 100ｍ毎又は側点

毎に１箇所割とし、厚さは、20

ｍ毎とし 1,000㎡ に 1個の割で
コアーを採取もしくは掘り起し

て測定。

厚  さ －15

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

５４アスファルト舗装工
（加熱アスファルト安定

処理工）

幅は、延長 100ｍ毎に１箇所
の割とし、厚さは、1,000㎡ に

1個の割でコアーを採取して測

定。

コアー採取について

橋面舗装等でコアー採取により

床版等に損傷を与える恐れのある
場合は、他の方法によることが出

来る。
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単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ －9

幅 －25

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

５５アスファルト舗装工

（基層工）

幅は、延長 100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に 1個の割でコアーを採
取して測定。

厚   さ －7

幅 －25

平 坦 性

３ｍプロフィル
メーター

（σ）2.4mm以下

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

５６アスファルト舗装工

（表層工）

幅は、延長 100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、
1,000㎡に 1個の割でコアーを採

取して測定。

コアー採取について

橋面舗装等でコアー採取により

床版等に損傷を与える恐れのる場
合は、他の方法によることが出来

る。

維持工事においては、平坦性の項

目を省略することが出来る。
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単位：㎜

規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

基準高▽ ±40

厚  さ －45

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６１コンクリート舗装工
（下層路盤工）

基準高は延長20ｍ毎又は側点毎
に１箇所の割とし、道路中心線

および端部で測定。

厚さは各車線20ｍ毎又は側点毎
に1箇所を掘り起して測定。

幅は、延長 40ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割に測定。

厚  さ －25

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６２コンクリート舗装工

（粒度調整路盤工）

幅は、延長 100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは各車
線20ｍ毎に 1箇所を堀起して測

定。

コアー採取について
  橋面舗装等でコアー採取により

床版等に損傷を与える恐れのある

場合は、他の方法によることが出
来る。
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単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

（Ｘ）

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚 さ －25

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６３コンクリート版

（セメント（石灰・瀝

青）安定処理工）

幅は、延長 40ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、20

ｍ毎に１箇所の割とし、1,000
㎡ に 1個の割でコアーを採取

もしくは掘り起こして測定。

厚 さ －9

幅 －25

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６４コンクリート舗装工
（アスファルト中間層）

幅は、延長 100ｍ毎又は側点
毎に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡ に 1個の割でコアーを

採取して測定。

コアー採取について

  橋面舗装等でコアー採取により

床版等に損傷を与える恐れのある
場合は、他の方法によることが出

来る。
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単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝

番
工   種 測 定 項 目

個々の測定値

（Ｘ）

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚    さ －10

幅 －25

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６５コンクリート舗装工
（コンクリート舗装版

工）

平 坦 性

ｺﾝｸﾘｰﾄの硬化後

2.4ｍﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀｰ

により、

厚さは各車線の中心付近で型枠
据付後、各車線100ｍ毎又は側点

毎に水糸又はレベルにより１測

線当り横断方向に３箇所以上測
定、幅は、延長40ｍ毎又は側点

毎に１箇所の割りで測定。平坦

性は各車線毎に版縁から１ｍの
線上、全延長とする。

基準高▽ ±40

厚  さ －45

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６６コンクリート舗装工

（転圧コンクリート版

工）
下層路盤工

基準高は、延長20ｍ毎又は側点

毎に１箇所の割とし、道路中心

線及び端部で測定。厚さは、各
車線 20ｍ毎に１箇所を堀り起こ

して測定。幅は、延長40ｍ毎又

は側点毎に１箇所の割に測定。

厚  さ －25 －30

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６７コンクリート舗装工

（転圧コンクリート版
工）

粒度調整路盤工

幅は、延長 100ｍ毎又は側点毎

に１箇所割とし、厚さは、各車
線20ｍ毎に１箇所を掘り起こし

て測定。
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単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ －25

幅 －50

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６８コンクリート舗装工
（転圧コンクリート版

工）

セメント（石灰・瀝青）
安定処理工

幅は、延長 40ｍ毎又は側点毎
に１箇所割とし、厚さは、20m 毎

とし 1,000 平方メートルに 1 個の

割でコアーを採取もしくは、掘り
起こして測定。

厚  さ －9

幅 －25

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６９コンクリート舗装工
（転圧コンクリート版

工）

  アスファルト中間層

幅は、延長 100ｍ毎又は側点毎
に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に１個の割でコアーを採

取して測定。

厚  さ －15

幅 －35

１
共
通
編

３
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

６10 コンクリート舗装工

（転圧コンクリート版

工）

平 坦 性

転圧コンクリート

の硬化後、３ｍﾌﾟﾛ

ﾌｨﾙﾒｰﾀｰにより
(σ)2.4mm以下。

厚さは、各車線の中心付近で型

枠据付後各車線 40ｍ毎又は側点

毎に水糸又はレベルにより１測線
当り横断方向に３箇所以上測定、

幅は延長 40ｍ毎又は側点毎に１

箇所の割で測定、平坦性は各車線
毎に版縁から１ｍの線上、全延長

とする。

コアー採取について
  橋面舗装等でコアー採取により

床版等に損傷を与える恐れのある

場合は、他の方法によることが出
来る。

維持工事においては、平坦性の項
目を省略することが出来る。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±50

施 工 厚 さ    ｔ －50

幅         ｗ －100

延    長    Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

２路床安定処理工 延長40ｍ毎又は側点毎に１箇所の割で

測定。

基準高は、道路中心線及び端部で測定。
厚さは中心線及び端部で測定。

基 準 高   ▽ ±50

置 換 厚 さ    ｔ －50

幅              ｗ －100

延    長      Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

３置換工 施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20
ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

厚さは中心線及び端部で測定。

施 工 厚 さ  ｔ －50

幅              ｗ －100

延   長     Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

４１表層安定処理工

（サンドマット）

施工延長20ｍにつき１箇所。

厚さは中心線及び両端で掘り起こして

測定。



454

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高    ▽ ±50

厚      さ      ｔ －50

幅               ｗ －100

延    長    Ｌ －200

１
共
通
編

３
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

５パイルネット工 施工延長40ｍ毎又は側点毎につき１箇

所。

厚さは中心線及び両端で掘り起こして
測定。

杭については、当該杭の項目に準ずる。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基   準   高  ▽ ±100

根   入   長 設計値以上

変   位   ℓ 100

１
共
通
編

３
一
般
施
工

10

仮

設
工

５１土留・仮締切工

（Ｈ鋼杭）

（鋼矢板）

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20

ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇

所。（任意仮設は除く）
変位は施工延長20ｍ）につき１箇所。

延長20ｍ以下のものは１施工箇所につ

き２箇所。

削 孔 深 さ    ℓ 設計深さ以上

配 置 誤 差 100

１
共
通
編

３
一
般
施
工

10

仮

設
工

５２土留・仮締切工

（アンカー工）

全数

（任意仮設は除く）

法   長     ℓ －100

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇所。

１
共
通
編

３
一
般
施
工

10
仮

設

工

５３土留・仮締切工
（連節ブロック張り工）

延  長    Ｌ１，Ｌ２ ー200

１施工箇所毎

基 準 高  ▽ －50

天 端 幅   ｗ －100

法     長   ℓ －100

１
共
通
編

３
一
般
施
工

10

仮

設
工

５４土留・仮締切工

（締切盛土）

施工延長20ｍにつき１箇所

延長20ｍ以下のものは、１施工箇所に

つき２箇所。
（任意仮設は除く）

基   準   高  ▽ －50１
共
通
編

３
一
般
施
工

10
仮

設

工

５５土留・仮締切工
（中詰盛土）

施工延長20ｍにつき１箇所。
延長20ｍ以下のものは、1施工箇所につ

き2箇所。

（任意仮設は除く）



456

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高 ▽ ±50

ℓ＜５ｍ －200法

長

ℓ ℓ≧５ｍ 法長－４％

１
共
通
編

４
土
工

３
河
川
土
工

２掘削工（切土工） 施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

基準高は掘削部の両端で測定。

基 準 高 ▽ －50

ℓ＜５ｍ －100法

長
ℓ ℓ≧５ｍ 法長－２％

幅   ｗ１，ｗ２ －100

１
共
通
編

４
土
工

３
河
川
・
海
岸
・
砂
防
土
工

３盛土工 施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇所。

基準高は各法肩で測定。

基 準 高   ▽ －50

厚   さ      ｔ －50

控 え 長 さ 設計値以上

１
共
通
編

４
土
工

３
河
川
土
工

４盛土補強工
（補強土（テールアル

メ）壁工法）

（多数アンカー式補強土
工法）

（ジオテキスタイルを用

いた補強土工法）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇所。



457

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚 さ    ｔ ※－30１
共
通
編

４
土
工

３
河
川
土
工

５整形仕上げ工

（盛土工）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは １施工箇所につき２箇

所、法の中央で測定。
※土羽打ちのある場合に適用。

ｔ＜15cm －25厚

さ

ｔ ｔ≧15cm －50

幅     ｗ －100

１
共
通
編

４
土
工

３
河
川
土
工

６天端敷砂利工 幅は、施工延長20ｍにつき１箇所、延

長 20ｍ以下のものは１施工箇所につき

２箇所。
厚さは､施工延長20ｍにつき１箇所､

20ｍ以下は２箇所、中央で測定。

基 準 高 ▽ ±50

ℓ＜５ｍ －200法

長

ℓ ℓ≧５ｍ 法長－４％

幅      ｗ －100

１
共
通
編

４
土
工

４
道
路
土
工

２掘削工（切土工） 施工延長20ｍにつき１箇所、延長20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。
基準高は、道路中心線及び端部で測定。



458

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高 ▽ ±50

ℓ＜５ｍ －100法

長
ℓ ℓ≧５ｍ 法長－２％

幅   ｗ１，ｗ２ －100

１
共
通
編

４
土
工

４
道
路
土
工

３
４

路体盛土工

路床盛土工

施工延長20ｍにつき１箇所、延長20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

基準高は、道路中心線及び端部で測定。

厚    さ  ｔ ※－30１
共
通
編

４
土
工

４
道
路
土
工

５法面整形工

（盛土工）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。
法の中央で測定。

※土羽打ちのある場合に適用。

平 均 間 隔 ｄ ±Φ

か  ぶ  り ｉ
±Φ かつ

最小かぶり

１
共
通
編

５
無
筋
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

５
鉄
筋

３
鉄
筋
の
組
立
て

鉄筋の組立て ｄ＝Ｄ／（ｎ－１）

Ｄ：本間の長さ
ｎ：１０本程度とする

Φ：鉄筋径

工事の規模に応じて、１リフト、１ロ
ットあたりに対して各面で一箇所以上

測定する。最小かぶりは、コンクリー

ト標準示法書（設計編９.２）参照

※ 重要構造物かつ主鉄筋について適

用する。



459

                                                                                                                                             単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

３
護
岸
基
礎
工

３法留基礎工 第１編３－４－３法留基礎工に準ず

る。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

３
護
岸
基
礎
工

４矢板工 第１編３－３－４矢板工に準ずる。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

４
矢
板
護
岸
工

３笠コンクリート工 第１編３－４－３法留基礎工に準ず

る。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

４
矢
板
護
岸
工

４矢板工 第１編３－３－４矢板工に準ずる。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

３コンクリートブロック工 第１編３－５－３コンクリートブロッ

ク工に準ずる。



460

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

幅           Ｗ －30

高   さ  ｈ －30

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

４護岸付属物工 各格子間の中央部１箇所を測定。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

５緑化ブロック工 第１編３－５－４緑化ブロック工に準

ずる。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

６環境護岸ブロック工 第１編３－５－３コンクリートブロッ

ク工に準ずる。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

７石張り・石積み工 第１編３－５－５石積（張）工に準ず
る。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

８法枠工 第１編３－３－５法枠工に準ずる。



461

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高 ▽ ±500

法      長    ℓ －200

延    長   Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

９１ 多自然型護岸工

（巨石張り）

（巨石積み）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

法      長      ℓ －100

厚   さ       ｔ －0.2ｔ

延    長      Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

９２ 多自然型護岸工

（かごマット）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

10 吹付工 第１編３－３－６吹付工に準ずる。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

11 植生工 第１編３－３－７植生工に準ずる。



462

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

12 覆土工 第１編４－３－５整形仕上げ工に準ず

る。

ℓ＜３ｍ －50法

長
ℓ ℓ≧３ｍ －100

厚    さ      ｔ －50

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

13 １ 羽口工

（じゃかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

高   さ      ｈ －100

延 長   Ｌ１，Ｌ２ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

13 ２ 羽口工

（ふとんかご）
（かご枠）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

５
法
覆
護
岸
工

13 ３ 羽口工

（連節ブロック張り）

第１篇３－５－３連節ブロック張りに

準ずる。



463

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高 ▽ ±50

厚     さ     ｔ －20

裏 込 厚 さ －50

幅       ｗ１，ｗ２ －30

ｈ＜３ｍ －50高
さ

h ｈ≧３ｍ －100

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

延  長      Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

６
擁
壁
護
岸
工

３コンクリート擁壁工

１施工箇所毎。

基 準 高 ▽ ±50

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇所。

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

６
擁
壁
護
岸
工

４プレキャスト擁壁工

延   長     Ｌ －200 １施工箇所毎。

層 積 ±100基
準
高
▽乱 積 ±ｔ／２

施工延長20ｍにつき１箇所、延長20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

厚  さ        ｔ －20

層     積 －20
幅
ｗ１

ｗ２
乱     積 －ｔ/2

幅、厚さは40個につき１箇所測定。

層     積 －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

７
根
固
め
工

３根固めブロック工

延

長

Ｌ１

Ｌ２
乱     積 －ｔ/2

１施工箇所毎。



464

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高  ▽ ±150

幅           ｗ ±300

延  長     Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

７
根
固
め
工

５沈床工 １組毎

基 準 高   ▽ －100

幅           ｗ －100

延  長     Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

７
根
固
め
工

６捨石工 施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

ℓ＜３ｍ －50法

長

ℓ ℓ≧３ｍ －100

厚    さ     ｔ －50

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

７
根
固
め
工

７１ かご工

（じゃかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

高  さ       ｈ －100

延 長   Ｌ１，Ｌ２ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

７
根
固
め
工

７２ かご工

（ふとんかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。



465

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±150

幅           ｗ ±300

延  長     Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

８
水
制
工

３沈床工 １組毎

基 準 高   ▽ －100

幅           ｗ －100

延  長     Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

８
水
制
工

４捨石工 施工延長20ｍにつき１箇所、延長20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇所。

ℓ＜３ｍ －50法
長

ℓ ℓ≧３ｍ －100

厚 さ   ｔ －50

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

８
水
制
工

５１ かご工
（じゃかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇所。

高 さ     ｈ －100

延 長  Ｌ１，Ｌ２ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

８
水
制
工

５２ かご工
（ふとんかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇所。



466

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高 ▽ ±50

幅     ｗ ±300

方      向 ±７°

延   長  Ｌ －200

２
河
川
編

１
築
堤･

護
岸

８
水
制
工

８杭出し水制工 １組毎



467

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高  ▽ ±30
柔構造樋門の場合は埋戻前（載荷前）

に測定する。逆向は認めない。

厚 さ    ｔ1～ｔ8 －20

幅       ｗ1，ｗ2 －30

内   空   幅 ｗ3 －30

内   空   高 ｈ1 ±30

延   長     Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門･

樋
管

３
樋
門
・
樋
管
本
体
工

６１ 函渠工

（本体工）

函渠寸法は、両端、施工継手箇所及び
図面の寸法表示箇所で測定。

門柱、操作台等は、図面の寸法表示箇

所で測定。
プレキャスト製品使用の場合は、製品

寸法を規格証明書で確認するものと

し、『基準高』と『延長』を測定。

基 準 高  ▽ ±30

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

逆向は認めない。

延   長      Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門･

樋
管

３
樋
門
・
樋
管
本
体
工

６２ 函渠工

 (ヒューム管)

 (ＰＣ管)
 (コルゲートパイプ)

 (ダクタイル鋳鉄管)
１施工箇所毎



468

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±30

※幅             ｗ －50

※高    さ  ｈ －30

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇所。

逆向は認めない。
※印は、現場打部分のある場合

延       長  Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門･

樋
管

３
樋
門
・
樋
管
本
体
工

６３ 函渠工

（ＰＣ函渠）

１施工箇所毎

基 準 高    ▽ ±30

厚    さ  ｔ －20

幅               ｗ －30

高    さ    ｈ ±30

延    長    Ｌ －50

２
河
川
編

３
樋
門･

樋
管

３
樋
門
・
樋
管
本
体
工

７翼壁工 図面の寸法表示箇所で測定。

基 準 高    ▽ ±30

厚   さ    ｔ －20

幅               ｗ －30

高    さ    ｈ ±30

延    長 Ｌ －50

２
河
川
編

３
樋
門･

樋
管

３
樋
門
・
樋
管
本
体
工

８水叩工 図面の寸法表示箇所で測定。



469

単位：㎜

編章節条
枝

番
工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

層     積 ±100基
準
高
▽乱     積 ±ｔ／２

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇
所。

厚   さ  ｔ －20

層     積 －20
幅

ｗ１

ｗ２ 乱     積 －ｔ/2

幅、厚さは40個につき１箇所測定。

層     積 －200延

長
Ｌ１

Ｌ２

乱     積 －ｔ/2

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

４
護
床
工

３根固めブロック工

１施工箇所毎。

基 準 高 ▽ ±150

幅      ｗ ±300

延   長  Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

４
護
床
工

５沈床工 １組毎
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                                                                                                                                            単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高 ▽ －100

幅       ｗ －100

延   長  Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

４
護
床
工

６捨石工 施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇
所。

ℓ＜３ｍ －50法

長

ℓ ℓ≧３ｍ －100

厚   さ ｔ －50

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

４
護
床
工

７１ かご工

（じゃかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

高     さ  ｈ －100

延 長 Ｌ１，Ｌ２ －200

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

４
護
床
工

７２ かご工

（ふとんかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇

所。
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                                                                                                                                             単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高     ▽ ±30

厚 さ   ｔ１，ｔ２ －20

幅        ｗ －30

高  さ ｈ１，ｈ２ －30

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇
所。逆向は認めない。

なお、製品使用の場合、製品寸法につ

いては規格証明書等による

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
水
路
工

２側溝工

延   長  Ｌ －200
１施工箇所毎

基 準 高   ▽ ±30

※厚 さ ｔ１～ｔ５ －20

※幅   ｗ１，ｗ２ －30

※高 さ ｈ１，ｈ２ －30

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
水
路
工

３集水桝工 １箇所毎

※は、現場打部分のある場合

基 準 高   ▽ ±30

厚  さ ｔ１，ｔ２ －20

幅        ｗ －30

高  さ ｈ１，ｈ２ －30

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇

所。逆向は認めない。
なお、製品使用の場合、製品寸法につ

いては規格証明書等による。

延   長      Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
水
路
工

５堤脚水路工

１施工箇所毎

基 準 高    ▽ ±30

幅       ｗ１，ｗ２ －50

深    さ     ｈ －30

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは１施工箇所につき２箇

所。

なお、製品使用の場合、製品寸法につ
いては規格証明書等による。

逆向は認めない。

延   長      Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
水
路
工

６暗渠工

１施工箇所毎



472

                   単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高  ▽ ±30

※幅          ｗ －50

※高    さ   ｈ －30

施工延長 20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは１施工箇所につき２箇
所。逆向は認めない。

※印は、現場打部分のある場合。

延  長   Ｌ －200

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
水
路
工

７樋門接続暗渠工

１施工箇所毎

幅             ｗ －30

高     さ     ｈ －30

長   さ    Ｌ －30

階        数 ±0段

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

６
付
属
物
設
置
工

５階段工

  (現場打階段)
  (プレキャスト階段)

１箇所／１施工箇所

２
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

６
付
属
物
設
置
工

６防止柵工 第１編３－３－10防止柵工に準ずる。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

部

材
部材長 ℓ (ｍ)

±３…ℓ ≦10
±４…ℓ ＞10

３
道
路
編

１
道
路
改
良

３
工
場
製
作
工

２１ 遮音壁支柱製作工 図面の寸法表示箇所で測定。

３
道
路
編

１
道
路
改
良

３
工
場
製
作
工

２２ 遮音壁支柱製作工

（工場塗装工）

第１篇３－３－15工場塗装工に準ずる。

３
道
路
編

１
道
路
改
良

４
法
面
工

２植生工 第１篇３－３－７植生工に準ずる。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

ℓ ＜３ｍ －50法
長

ℓ ℓ ≧３ｍ －100

厚 さ       ｔ －50

３
道
路
編

１
道
路
改
良

４
法
面
工

６１ かご工
（じゃかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20
ｍ以下のものは １施工箇所につき２

箇所。

高   さ       ｈ －100

延  長  Ｌ１，Ｌ２ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

４
法
面
工

６２ かご工

（ふとんかご）

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20

ｍ以下のものは １施工箇所につき２

箇所。

３
道
路
編

１
道
路
改
良

５
擁
壁
工

３既製杭工 第１編３－４－４既製杭工に準ずる。

３
道
路
編

１
道
路
改
良

５
擁
壁
工

４場所打杭工 第１編３－４－５場所打杭工に準ず

る。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±50

厚   さ   ｔ －20

裏  込  厚  さ －50

幅    ｗ１，ｗ２ －30

ｈ＜３ｍ －50高

さ
ｈ ｈ≧３ｍ －100

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延   長   Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

５
擁
壁
工

５現場打擁壁工

１施工箇所毎

基 準 高   ▽ ±50

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延   長   Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

５
擁
壁
工

６プレキャスト擁壁工

１施工箇所毎
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±50

ｈ＜３ｍ －50高

さ
ｈ

ｈ≧３ｍ －100

鉛 直 度  △
±0.03ｈかつ

±300以内

控  え  長  さ 設計値以上

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延  長   Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

５
擁
壁
工

７補強土擁壁工
（補強土(テールアルメ)壁

工法）

（多数アンカー式補強土工

法）
（ジオテキスタイルを用い

た補強土工法）

１施工箇所毎

基 準 高   ▽ ±50

高 さ  ｈ＜３
ｍ

－50法
長

ℓ 高 さ  ｈ≧３

ｍ
－100

厚さ ｔ１，ｔ２，ｔ３ －50

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延長     Ｌ１，Ｌ２ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

５
擁
壁
工

８井桁ブロック工

１施工箇所毎
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±30

幅       ｗ１,ｗ２ －30

高   さ   ｈ －50

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延 長    Ｌ －200

３
道

路

編

１
道

路

改

良

５
擁

壁

工

９ 小型擁壁工

１施工箇所毎

３
道

路

編

１
道

路

改

良

５
擁

壁

工

９ 土留・仮締切工 第１編３－10－５土留・仮締切工に準ず
る。

３
道
路
編

１
道
路
改
良

６
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積(

張)

工

３ コンクリートブロック工 第１編３－５－３コンクリートブロッ

ク工に準ずる。

３
道
路
編

１
道
路
改
良

６
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積(

張)

工

４ 緑化ブロック工 第１編３－５－４緑化ブロック工に準

ずる。



478

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

１
道
路
改
良

６
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積(

張)

工

５ 石積（張）工 第１編３－５－５石積（張）工に準ずる。

基 準 高     ▽ ±30

厚  さ ｔ１～ｔ４ －20

幅（内法）      ｗ －30

高  さ       ｈ ±30

Ｌ＜20ｍ －50
延
長
ＬＬ≧20ｍ －100

３
道
路
編

１
道
路
改
良

７
カ
ル
バ
ー
ト
工

６現場打カルバート工 両端、施工継手及び図面の寸法表示箇所

で測定。

逆向は認めない。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高  ▽ ±30

※幅           ｗ －50

※高   さ   ｈ －30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。逆向は認めない。

※印は、現場打のある場合。

延     長   Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

７
カ
ル
バ
ー
ト
工

７プレキャストカルバート工
（プレキャストボックス工）

（プレキャストパイプ工）

１施工箇所毎

３
道
路
編

１
道
路
改
良

７
カ
ル
バ
ー
ト
工

８土留・仮締切工 第１編３－10－５土留・仮締切工に準ず
る。

基 準 高  ▽ ±30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは １施工箇所につき２箇

所。逆向は認めない。

延     長   Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

８
小
型
水
路
工

３ 側溝工

（プレキャストＵ型側溝）

（コルゲートフリューム）
（自由勾配側溝）

１施工箇所毎

基 準 高  ▽ ±30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。逆向は認めない。

延     長   Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

８
小
型
水
路
工

４ 管渠工

１施工箇所毎



480

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高    ▽ ±30

※厚  さ ｔ１～ｔ５ －20

※幅       ｗ１，ｗ２ －30

※高  さ ｈ１，ｈ２ －30

３
道
路
編

１
道
路
改
良

８
小
型
水
路
工

５集水桝・マンホール工 １箇所毎
※は、現場打部分のある場合

基 準 高    ▽ ±30

幅       ｗ１，ｗ２ －50

深   さ     ｈ －30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。逆向は認めない。

延   長     Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

８
小
型
水
路
工

６地下排水工

１施工箇所毎

基 準 高    ▽ ±30

厚 さ   ｔ１，ｔ２ －20

幅             ｗ －30

高 さ   ｈ１，ｈ２ －30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは １施工箇所につき２箇

所。逆向は認めない。

３
道
路
編

１
道
路
改
良

８
小
型
水
路
工

７現場打（組立）水路工

延    長     Ｌ －200 １施工箇所毎

幅             ｗ －200

延   長     Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

９
落
石
雪
害
防
止
工

４落石防止網工 １施工箇所毎
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

高  さ     ｈ ±30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延  長      Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

９
落
石
雪
害
防
止
工

５落石防護柵工

１施工箇所毎



482

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

１
道
路
改
良

10
遮

音

壁

工

４既製杭工 第１編３－４－４既製杭工に準ずる。

幅            ｗ －30

高   さ    ｈ －30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延    長     Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

10
遮

音

壁

工

５遮音壁基礎工

１施工箇所毎

間  隔   ｗ ±15

ず  れ   ａ 10
支   

柱
倒  れ   ｄ ｈ×０.５％

高   さ    ｈ ＋30，－20

施工延長５スパンにつき１箇所

延   長    Ｌ －200

３
道
路
編

１
道
路
改
良

10

遮
音

壁

工

６遮音壁本体工

１施工箇所毎



483

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基準高 ▽ ±40

厚  さ －45

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

６１半たわみ性舗装工

 (下層路盤工)

基準高は延長20m毎又は側点毎

に1箇所の割とし、道路中心線お

よび端で測定。
厚さは各車線 20m毎又は側点毎

に1箇所を掘り起して測定。

幅は、延長40ｍ毎又は側点毎に
１箇所の割に測定。

厚 さ －25

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

６２半たわみ性舗装工

（上層路盤工）

粒度調整路盤工

幅は、延長100m毎又は側点毎に1

箇所の割りとし、厚さは各車線

20ｍ毎又は測点毎に1箇所を堀
り起して測定。



484

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚 さ －25

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

６３半たわみ性舗装工

(上層路盤工)

セメント（石灰）
安定処理工

幅は、延長100m毎又は側点毎に

1箇所の割りとし、厚さは20m毎

又は側点毎とし、1,000平方メー
トルに1個の割でコアーを採取

もしくは掘り起して測定。

厚 さ －15

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

６４半たわみ性舗装工

（加熱アスファルト
安定処理工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、
1,000㎡に1個の割でコアーを採

取もしくは掘り起して測定。

厚 さ －9

幅 －25

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

６５半たわみ性舗装工
（基層工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎
に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に1個の割でコアーを採

取して測定。

・コアー採取について

橋面舗装等でコアー採取により床

版等に損傷を与える恐れのある場
合は、他の方法によることが出来

る。



485

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚   さ －7

幅 －25

平 坦 性

３ｍプロフィル
メーター

（σ）2.4mm以下

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

６６半たわみ性舗装工

（表層工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に1個の割でコアーを採
取して測定。

基準高 ▽ ±40

厚 さ -45

幅 -50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

７１排水性舗装工
(下層路盤工)

基準高は延長20ｍ毎又は側点毎
に１箇所の割とし、道路中心線

及び端部で測定。

厚さは各車線20ｍ毎又は側点毎
に１箇所を掘り起こして測定。

幅は、延長40ｍ毎又は側点毎に

１箇所の割に測定。

厚   さ －25

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

７２排水性舗装工

(上層路盤工)

粒度調整路盤工

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎に

１箇所の割とし、厚さは各車線

20ｍ毎又は側点毎に１箇所を掘
り起して測定。

・橋面舗装等でコアー採取により

床版等に損傷を与える恐れのある

場合は、他の方法によることが出
来る。

・維持工事においては、平坦性の
項目を省略することが出来る。



486

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ －25

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

７３排水性舗装工

(上層路盤工)

セメント（石灰）
安定処理工

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、20

ｍ毎又は側点毎とし1,000㎡に1
個の割でコアーを採取もしくは

掘り起して測定。

厚 さ －15

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

７４排水性舗装工
（加熱アスファルト

安定処理工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎
に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に1個の割でコアーを採

取して測定。

・コアー採取について

橋面舗装等でコアー採取により床

版等に損傷を与える恐れのある場
合は、他の方法によることが出来

る。



487

単位：㎜

規 格 値

個々の測定値編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚 さ －9

幅 －25

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

７５排水性舗装工

（基層工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に1個の割でコアーを採
取して測定。

厚  さ －7

幅 －25

平 坦 性

３ｍプロフィル

メーター

（σ）2.4mm以下

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

７６排水性舗装工

（表層工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に1個の割でコアーを採
取して測定。

・コアー採取について

橋面舗装等でコアー採取により床

版等に損傷を与える恐れのある場
合は、他の方法によることが出来

る。

・維持工事においては、平坦性の
項目を省略することが出来る。



488

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

８コンクリート舗装工 第１編３－６－６コンクリート

舗装工に準ずる。



489

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基準高 ▽ ±40

厚   さ －45

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

10 １ブロック舗装工

（下層路盤工）

基準高は延長20ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、道路中心線

および端部で測定。
厚さは各車線 20ｍ毎又は側点

毎に１箇所を掘り起して測定。

幅は、延長40ｍ毎又は測点毎に
１箇所の割に測定。

厚   さ －25

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

10 ２ブロック舗装工

（上層路盤工）

粒度調整路盤工

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎に

１箇所の割とし、厚さは各車線

20ｍ毎に1箇所を堀り起して測
定。



490

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ －25

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

10 ３ブロック舗装工

（上層路盤工）

セメント（石灰）
安定処理工

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、20

ｍ毎に1箇所の割とし、1,000㎡
に1個の割でコアーを採取もし

くは掘り起こして測定。

厚  さ －15

幅 －50

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

10 ４ブロック舗装工

（加熱アスファルト

安定処理工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、

1,000㎡に1個の割でコアーを採
取して測定。

厚   さ －9

幅 －25

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

10 ５ブロック舗装工

（基層工）

幅は、延長100ｍ毎又は側点毎

に１箇所の割とし、厚さは、
1,000㎡に1個の割でコアーを採

取して測定。

・コアー採取について

橋面舗装等でコアー採取により床

版等に損傷を与える恐れのある場
合は、他の方法によることが出来

る。



491

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目
個々の測定値

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基準高▽ ±50

ｔ
<15cm

－25

厚   さ

ｔ

≧15cm
－45

幅 －100

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

歩道路盤工

取合舗装路盤工

路肩舗装路盤工

基準高は片側延長20ｍ毎に１箇

所の割りで測定。

厚さは､片側延長20ｍ毎に１箇
所堀り起こして測定。

幅は、片側延長100ｍ毎又は側点

毎に１箇所測定。
※両端部２点で測定する。

厚 さ －7

幅 －25

３
道
路
編

２
舗
装

３
舗
装
工

歩道舗装工

取合舗装工

路肩舗装工
表層工

幅は、片側延長100ｍ毎又は側点

毎に１箇所の割で測定。厚さは、

片側延長1000㎡毎に1箇所コア
ーを採取して測定。

・コアー採取について

橋面舗装等でコアー採取により床

版等に損傷を与える恐れのある場
合は、他の方法によることが出来

る。



492

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高    ▽ ±30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

逆向は認めない。

延   長     Ｌ －200

３
道
路
編

２
舗
装

４
路
面
排
水
工

３ 側溝工
（Ｌ型街渠工）

（ＬＯ型街渠工）

（プレキャストＵ型側溝工）

（管（函）渠型側溝工）
管渠工 １箇所／１施工箇所

基 準 高      ▽ ±30

※厚 さ  ｔ１～ｔ５ －20

※幅       ｗ１，ｗ２ －30

※高 さ  ｈ１，ｈ２ －30

３
道
路
編

２
舗
装

４
路
面
排
水
工

５街渠桝工・マンホール工
（マンホール工）

（街渠桝工）

１箇所／施工延長20ｍ
※は現場打部分のある場合

基 準 高    ▽ ±30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ

以下のものは １施工箇所につき２箇
所。

３
道
路
編

２
舗
装

４
路
面
排
水
工

６排水性舗装用路肩排水工

延     長    Ｌ －200

１箇所／１施工箇所

３
道
路
編

２
舗
装

５
防
護
柵
工

３路側防護柵工 第１編３－３－11路側防護柵工に準ず

る。



493

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

２
舗
装

５
防
護
柵
工

４防止柵工 第１編３－３－10防止柵工に準ずる。

３
道
路
編

２
舗
装

６
標
識
工

３小型標識工 第１編３－３－９小型標識工に準ずる。

３
道
路
編

２
舗
装

６
標
識
工

４土留・仮締切工 第１編３－10－５土留・仮締切工に準ず

る。

幅   ｗ１，ｗ２ －30

高   さ ｈ －30

３
道
路
編

２
舗
装

６
標
識
工

５１大型標識工

（標識基礎工）

基礎一基毎

設 置 高 さ   Ｈ 設計値以上
３
道
路
編

２
舗
装

６
標
識
工

５２大型標識工

（標識柱工）

１箇所／１基



494

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

３区画線工 第１編３－３－12区画線工に準ずる。

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

４縁石工 第１編３－３－８縁石工に準ずる。

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

７道路付属物工 第１編３－３－13道路付物工に準ずる。



495

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基  準  高    ▽ ±30

幅            ｗ －30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長 20ｍ
以下のものは １施工箇所につき２箇

所。

延   長    Ｌ －200

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

９１組立歩道工

１施工箇所毎。

幅             ｗ －30

高   さ    ｈ －30

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

９２組立歩道工
（支柱基礎工）

１箇所／１施工箇所



496

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高     ▽ ±30 接続部間毎に１箇所

延   長     Ｌ －200

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

10 １ケーブル配管工

接続部間毎で全数

基 準 高    ▽ ±30

※厚  さｔ１～ｔ２ －20

※幅 ｗ１，ｗ２ －30

※高  さｈ１，ｈ２ －30

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

10 ２ケーブル配管工

（ハンドホール）

１箇所毎

※は現場打部分のある場合

幅             ｗ －30

高   さ    ｈ －30

３
道
路
編

２
舗
装

７
道
路
付
属
物
施
設
工

１１照明工

（照明柱基礎工）

１箇所／１施工箇所

刃口高さｈ(ｍ)

±2… h≦0.5m

±3…

 0.5＜h≦1.0m

±4…
 1.0＜h≦2.0m

３

道

路

編

３

橋

梁

下
部

３

工

場

製
作

工

２ 刃口金物製作工

外 周 長 L (ｍ) ±(10+L/10)

図面の寸法表示箇所で測定。



497

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

脚柱とベースプレ
ートの鉛直度

δ(mm)

Ｗ／500

各脚柱、ベースプレートを測定。

孔 の 位 置 ±２

全数を測定。

部 
 
 
 
 
 

材

ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト

孔  の  径 0～5

全数を測定。

柱の中心間隔、

対角長  Ｌ(ｍ)

±5… Ｌ≦10ｍ

±10…

10＜Ｌ≦20ｍ
±(10＋(Ｌ－

20)／10)…

    20ｍ＜Ｌ

両端部及び片持ばり部を測定。

はりのキャンバー

及び柱の曲がり
    δ(mm)

Ｌ／1,000

各主構の各格点を測定。

仮 
 
 

組 
 
 

立 
 
 

時

柱の鉛直度δ(mm)
10…Ｈ≦10
Ｈ／1,000…

Ｈ＞10

各柱及び片持ばり部を測定。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

３
工
場
製
作
工

３鋼製橋脚製作工



498

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

上面の水平度
δ1(mm)

ｂ／500

鉛 直 度
   δ2(mm)

ｈ／500

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

３
工
場
製
作
工

４アンカーフレーム製作工

仮

組

立

時
高 さ   ｈ(mm) ±5

軸心上全数測定。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

３
工
場
製
作
工

５仮設材製作工

部

 
 

材

部 材 長 ℓ (ｍ)
±３…ℓ ≦10
±４…ℓ ＞10

図面の寸法表示箇所で測定。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

３
工
場
製
作
工

６工場塗装工 第１編３－３－15工場塗装工に準ずる。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

４
橋
台
工

３既製杭工 第１編３－４－４既製杭工に準ずる。



499

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

４
橋
台
工

４場所打杭工 第１編３－４－５場所打杭工に準ずる。



500

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高     ▽ ±20

厚   さ     ｔ －20

天端幅(橋軸方向) ｗ１ －10

天端幅(橋軸方向) ｗ２ －10

敷 幅(橋軸方向) ｗ３ －50

高   さ     ｈ１ －50

胸壁の高さ      ｈ２ －30

天 端 長      ℓ １ －50

敷   長      ℓ ２ －50

胸壁間距離  ℓ ±30

支間長及び中心線の

変位
±50

計 画 高 ＋10～－30

平面位置 ±20

鋼

製

支
承 アンカーボル

ト孔の鉛直度
1/50 以下

計 画 高 ＋10～－20

平面位置 ±20

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

４
橋
台
工

６躯体工

ア

ン

カ
｜

ボ

ル
ト

の

箱
抜

き

規

格
値

ゴ
ム

支

承 アンカーボル
ト孔の鉛直度

1/50 以下

橋軸方向の断面寸法は中央及び両端部、
その他は寸法表示箇所。



501

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

４
橋
台
工

８土留・仮締切工 第１編３－10－５土留・仮締切工に準ず
る。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

５
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

３既製杭工 第１編３－４－４既製杭工に準ずる。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

５
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

４ 場所打杭工 第１編３－４－５場所打杭工に準ずる。



502

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

５
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

８鋼管井筒基礎工 第１編３－４－９鋼管井筒基礎工に準
ずる。



503

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±20

厚  さ      ｔ －20

天端幅（橋軸方向）ｗ１ －20

敷 幅（橋軸方向）ｗ２ －50

高  さ    ｈ －50

天 端 長    ℓ １ －50

敷   長    ℓ ２ －50

橋脚中心間距離  ℓ ±30

支間長及び中心線の

変位
±50

計  画  高 ＋10～－30

平 面 位 置 ±20

鋼

製
支

承 アンカーボル

ト孔の鉛直度
1/50 以下

計  画  高 ＋10～－20

平 面 位 置 ±20

ア

ン
カ

｜

ボ
ル

ト

の

箱
抜

き

規
格

値

ゴ

ム

支

承 アンカーボル

ト孔の鉛直度
1/50 以下

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

５
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

９１ＲＣ躯体工
（張出式）

（重力式）

（半重力式）

橋軸方向の断面寸法は中央及び両端部、
その他は寸法表示箇所。



504

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高    ▽ ±20

厚   さ    ｔ －20

天 橋 幅    ｗ１ －20

敷   幅    ｗ２ －20

高 さ    ｈ －50

長   さ    ℓ －20

橋脚中心間距離 ℓ ±30

支間長及び中心線の
変位

±50

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

５
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

９２ＲＣ躯体工
（ラーメン式）

橋軸方向の断面寸法は中央及び両端部、
その他は寸法表示箇所。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

５
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

10 土留・仮締切工 第１編３－10－５土留・仮締切工に準ず

る。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

３既製杭工 第１編３－４－４既製杭工に準ずる。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

４ 場所打杭工 第１編３－４－５場所打杭工に準ずる。



505

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

８鋼管井筒基礎工 第１編３－４－９鋼管井筒基礎工に準
ずる。

基 準 高    ▽ ±20

幅（橋軸方向）ｗ －50

高   さ    ｈ －50

長   さ    ℓ －50

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

６１橋脚フーチング工

（Ｉ型）
（Ｔ型）

橋軸方向の断面寸法は中央及び両端部、

その他は寸法表示箇所。



506

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高    ▽ ±20

幅      ｗ１，ｗ２ －50

高   さ    ｈ －50

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

６２橋脚フーチング工
（門型）

橋軸方向の断面寸法は中央及び両端部、
その他は寸法表示箇所。

基 準 高     ▽ ±20

橋脚中心間距離  ℓ ±30

支間長及び中心線の

変位
±50

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

７ １橋脚架設工
（Ｉ型）

（Ｔ型）

橋軸方向の断面寸法は中央及び両端部、
その他は寸法表示箇所。

基 準 高     ▽ ±20

橋脚中心間距離 ℓ ±30

支間長及び中心線の

変位
±50

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

７ ２ 橋脚架設工（門型） 橋軸方向の断面寸法は中央及び両端部、

その他は寸法表示箇所。

現場継手部のすき間
       δ１，δ２(mm)

５
※±5

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

８ 現場継手工 主桁、主構の全継手数の１／２を測定。
※は耐候性鋼材（裸使用）の場合



507

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

９ 現場塗装工 塗   膜   厚 ａ．ロットの塗膜
厚平均値は、目

標塗膜厚合計値

の90％以上。

ｂ．測定値の最小
値は、目標塗膜

厚合計値の70％

以上。
ｃ．測定値の分布

の標準偏差は、

目標塗膜厚合計
値の20％を超え

ない。ただし、

測定値の平均値

が目標塗膜厚合
計値より大きい

場合はこの限り

ではない。

塗装終了時に測定する。
1ロットの大きさは500㎡とする。

１ロット当たりの測定回数は25点とし、

各点の測定は５回行い、その平均値をそ

の点の測定値とする。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
鋼
製
橋
脚
工

10 土留・仮締切工 第１編３－10－５土留・仮締切工に準ず

る。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

７
護
岸
工

３

４

笠コンクリート工

法留基礎工

第１編３－４－３法留基礎工に準ずる。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

７
護
岸
工

５ 矢板工 第１編３－３－４矢板工に準ずる。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

７
護
岸
工

６コンクリートブロック工 第１編３－５－３コンクリートブロッ

ク工に準ずる。



508

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

７
護
岸
工

８石張り・石積み工 第１編３－５－５石積（張）工に準ず
る。

３
道
路
編

３
橋
梁
下
部

７
護
岸
工

10 植生工 第１編３－３－７植生工に準ずる。



509

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

３
桁
製
作
工

１桁製作工 第１編３－３－14 桁製作工に準ずる。

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

３
桁
製
作
工

２桁製作工

（仮組立による検査を省略

する場合）

第１編３－３－14  桁製作工（仮組立に

よる検査を省略する場合）に準ずる。



510

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

部 
 

材

部材長  ℓ (ｍ)
±3…ℓ ≦10
±4…ℓ ＞10

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

４検査路製作工 図面の寸法表示箇所で測定。

部 
 

材

部材長 ｗ(ｍ)

－5～＋10

…ｗ≦10

－5～＋(5＋
ｗ／2）

…ｗ＞10

製品全数を測定。

組合せる伸縮装

置との高さの差
     δ1(mm)

設計値±４

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

５鋼製伸縮継手製作工

仮

組

立

時

フィンガーの食

い違い δ２(mm)
±２

両端及び中央部付近を測定。

部 
 

材

部材長  ℓ (ｍ)
±3…ℓ ≦10

±4…ℓ ＞10

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

６鋼製耐震連結装置製作工 図面の寸法表示箇所で測定。

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

７鋼製排水管製作工

部 
 

材

部材長 ℓ (ｍ)
±3…ℓ ≦10

±4…ℓ ＞10

図面の寸法表示箇所で測定。



511

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

部

材
部材長 ℓ (ｍ)

±3…ℓ ≦10
±4…ℓ ＞10

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

４橋梁用防護柵製作工 図面の寸法表示箇所で測定。

部 
 

材

部材長 ℓ (ｍ)
±3…ℓ ≦10

±4…ℓ ＞10

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

５橋梁用高欄製作工 図面の寸法表示箇所で測定。



512

単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

主桁・主構 各支点及び各支間中央付

近を測定｡
フランジ幅 ｗ (ｍ)

腹板高  ｈ (ｍ)

腹板間隔 ｂ’(ｍ)

±2… ｗ≦0.5

±3…

0.5＜ｗ≦1.0
±4…

1.0＜ｗ≦2.0

±(3＋ｗ/2)
…2.0＜ｗ

床組など 構造別に、５部材につき

１個抜き取った部材の中

央付近を測定。

ﾌﾟﾚｰﾄｶﾞｰﾀｰ
及びトラス

等の部材の

腹板

ｈ／250
板
の

平

面
度

δ

(㎜)

箱桁及びト

ラス等のフ
ランジ鋼床

版のデッキ

プレート

ｂ／150

フランジの直角度

     δ(㎜)
ｗ／200

主桁 各支点及び各支間中央付
近を測定｡

プレート
ガーター

±３……ℓ ≦10
±４……ℓ ＞10

部
材

長

ℓ
(m)

トラス、ア

ーチなど

±２……ℓ ≦10

±３……ℓ ＞10

原則として仮組立をしない部材につい
て、主要部材全数を測定｡

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

６ 横断歩道橋製作工

部 
 
 
 

材 
 
 
 

精 
 
 
 

度

圧縮材の曲がり

δ(㎜)
ℓ ／1000

主要部材全数を測

定。



513

単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

全長、支間長Ｌ(ｍ) ±(10＋L/10) 主桁、主構全数を測定。

主桁、主構の中心間

距離        Ｂ(ｍ)

±4 …… Ｂ≦2

±(3＋Ｂ/2)
       …Ｂ＞2

各支点及び各支間中央付近を測定。

主構の組立高さ

ｈ(ｍ)

±5……  ｈ≦5

±(2.5 +ｈ/2)

…ｈ＞5

－
両端部及び中心部

を測定

主桁、主構の通り

δ(ｍ)

5＋Ｌ/5

…Ｌ≦100
25…… Ｌ＞100

最も外側の主桁又は主構について支点及

び支間中央の１点を測定。

主桁、主構のそり

δ(mm)

－5～＋5…Ｌ≦20

－5～＋10
…20＜Ｌ≦40

－5～＋15

…40＜Ｌ≦80
－5～＋25

…80＜L≦200

各主桁について10

～12m間隔を測定

各主構の各格点を

測定

主桁、主構の橋端

における出入り差

δ(mm)

10

どちらか一方の主桁（主構）端を測定。

主桁、主構の鉛直度
δ(mm)

3＋ｈ／1000

各主桁の両端部を
測定｡

支点及び支間中央
付近を測定

現場継手部のすき間
δ1，δ2(㎜)

5
※±5

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

６ 横断歩道橋製作工

仮  

組

  

立

 
 

精

  

度

主桁、主構の全継手数の１／２を測定。
※は耐候性鋼材（裸使用）の場合
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

孔の直径差
＋２
－０

センターボスを基準

にした孔位置のずれ

≦1000mm ±１

センターボスを基準

にした孔位置のずれ

上
・
下
部
構
造
物
と
の
接
合
用
ボ
ル
ト
孔

中

心

距

離

＞1000mm ±1.5

≦100mm
＋３
－１孔

の
直
径＞100mm

＋４

－２

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
孔孔の中心距離

JIS B 0412

並 級

ボスの直径
＋０

－１

セ
ン
タ
ー
ボ
ス

ボスの高さ
＋１

－０

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

７ １鋳造費
（金属支承工）

製品全数を測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

上沓の橋軸及び
直角方向の長さ寸法

JIS B 0412
中 級

ℓ ≦300mm ±２全
移
動
量ℓ ℓ ＞300mm ±ℓ ≦100

上、下面加工仕上げ ±３

H≦300mm ±３組
立
絶
対
高
さ
Ｈ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
用

H＞300mm
(Ｈ/200＋３）小
数点以下切捨て

鋳放し長さ寸法
JIS B 0412
並 級

鋳放し肉厚寸法
JIS B 0412
並 級

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

７ １鋳造費
（金属支承工）

普

通

寸

法機械加工寸法
JIS B 0405
粗 級

製品全数を測定。

ｗ，Ｌ，Ｄ≦500 ０～＋５

500＜ｗ，Ｌ，Ｄ

≦1500 mm
０～＋１％

幅
ｗ
長
さ
Ｌ
直
径
Ｄ1500＜ｗ，Ｌ，Ｄ ０～＋15

ｔ≦20mm ０～＋１

20＜ｔ≦160 ０～＋５％
厚
さ
ｔ

160＜ｔ ０～＋８

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

７ ２鋳造費

（大型ゴム支承工）

平  面  度 １

製品全数を測定。

平面度：１個のゴム支承の厚さ（ｔ）の

最大相対誤差
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

上面の水平度
         δ１(mm)

ｂ／500

鉛直度

         δ２(mm)
ｈ／500

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

８ アンカーフレーム製作工

仮   

組  
 

立 
  

時
高  さ ｈ(mm) ±５

軸心上全数測定。

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

９ 仮設材製作工

部 
 

材

部 材 長 ℓ (ｍ)
±３…ℓ ≦10

±４…ℓ ＞10

図面の寸法表示箇所で測定。

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

10 工場塗装工 第１編３－３－15工場塗装工に準ず
る。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

全  長 ・ 支  間 － 各桁毎に全数測定。

桁・ﾄﾗｽの中心間距離 －
一連毎の両端及び支間中央について各

上下間を測定。

そ            り
Ｌ≦40ｍ±25  
Ｌ＞40ｍ±{(25

+(L-40)}

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

４
鋼
橋
架
設
工

４ 架設工
（クレーン架設）

主桁、主構を全数測定。

現場継手部のすき間
δ１，δ２(mm)

５
※±５

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

４
鋼
橋
架
設
工

５ 現場継手工 主桁、主構の全継手数の１／２を測定。
※は耐候性鋼材（裸使用）の場合

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

５
橋
梁
現
場
塗
装
工

３現場塗装工 塗    膜    厚 ａ．ロットの塗膜厚平

均値は、目標塗膜厚

合計値の90％以上。
ｂ．測定値の最小値

は、 目標塗膜厚合

計値の70％以上。
ｃ．測定値の分布の標

準偏差は、目標塗膜

厚合計値の 20％を

超えない。 ただ
し、 測定値の平均

値が目標塗膜厚合

計値より大きい場
合はこの限りでは

ない。

塗装終了時に測定する。

1ロットの大きさは500㎡とする。

１ロット当たりの測定回数は25点とし、
各点の測定は５回行い、その平均値をそ

の点の測定値とする。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±20

厚   さ    ｔ ＋20～－10

幅           ｗ ±30

基準高は、１径間当たり２箇所（支点付
近）で、１箇所当たり両端と中央部３点、

幅は１径間当たり３箇所、厚さは型枠設

置時におおむね10㎡に１箇所測定。（床

版の厚さは、型枠検査をもって代える。）

鉄筋の有効高さ ±10

鉄 筋 の か ぶり 設計値以上

１径間当たり３断面（両端及び中央）測
定。１断面の測定箇所は断面変化毎１箇

所とする。

±20

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

６
床
版
工

２床版工

鉄  筋  間  隔 ＋10
(有効高さがマ

イナスの場合)

１径間当たり３箇所（両端及び中央）測

定。１箇所の測定は、橋軸方向の鉄筋は

全数、 橋軸直角方向の鉄筋は加工形状

毎に２ｍの範囲を測定。

据 付 け 高 さ ±５

可 動 支 承 の
橋軸方向のずれ

±10

支 承 中 心 間隔

（橋軸直角方向）

４＋0.5×

（Ｂ－２）

橋 軸 方 向 １／100下

沓

の
水

平

度

橋軸直角方向 １／100

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

７
支
承
工

２１支承工

（鋼製支承）

同一支承線上の可動

支承のずれの相対誤差
５

支承全数を測定。

Ｂ：支承中心間隔(ｍ)

据 付 け 高 さ ±５

支承中心間隔 ±10

橋 軸 方 向

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

７
支
承
工

２２支承工

（ゴム支承）

支

承
の

水

平

度

橋軸直角方向

１／300以下

５㎜以下

支承全数を測定。

上部構造部材下面とゴム支承面との接
触面及びゴム支承と台座モルタルとの

接触面に肌すきが無いことを確認。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

地 覆 の 幅 ｗ１ ＋20～－10

地 覆 の 高 さ ｈ ＋20～－10

有 効 幅 員 ｗ２ ＋30～ ０

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

８
橋
梁
付
属
物
工

５地覆工 １経間当り両端と中央部の３箇所測定。

幅 ＋10～－５

高     さ ±10

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

８
橋
梁
付
属
物
工

６

７

橋梁用防護柵工

橋梁用高欄工

１径間当り両端と中央部の３箇所測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

幅 ±３

高     さ ±４

３
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

８
橋
梁
付
属
物
工

８検査路工 １ブロックを抽出して測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

フランジ幅 ｗ(ｍ)
腹板高     ｈ(ｍ)

±2…ｗ≦0.5
±3…

0.5＜ｗ≦1.0

±4…

1.0＜ｗ≦2.0
±(3＋ｗ/2)

…2.0＜W

各支点及び各支間中央付近を測定。

フランジの直角度

      δ(mm)
ｗ／200

各支点及び各支間中央付近を測定。

部 
 
 
 
 
 
 
 

材

部材長 ℓ (ｍ)
±３…ℓ ≦10

±４…ℓ ＞10

原則として仮組立をしない部材につい

て主要部材全数で測定。

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

２プレビーム用桁製作工

仮

組

立

時

主 桁 の そ り

－5～＋5
     …Ｌ≦20

－5～＋10

…20＜Ｌ≦40

各主桁について10～12ｍ間隔を測定。

部

材
部材長 ℓ (ｍ)

±３…ℓ ≦10

±４…ℓ ＞10

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

３橋梁用防護柵製作工 図面の寸法表示箇所で測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

部 
 

材

部材長 ｗ(ｍ)

－5～＋10
     …ｗ≦10

－5～＋(5＋

ｗ/2)

     …ｗ＞10

製品全数を測定。

組合せる伸縮装置

との高さの差

         δ１(mm)

設計値±４仮

組

立

時

フィンガーの食い

違い     δ２(mm)
±２

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

４鋼製伸縮継手製作工

両端及び中央部付近を測定。

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

５工場塗装工 第１篇３－３－15工場塗装工に準ず

る。

桁 長   Ｌ(ｍ) ±Ｌ／1000

断面の外形寸法 ±５

橋桁のそり δ１ ±８

横方向の曲がり δ２ ±10

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

４
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
桁
製
作
工

２１プレテンション桁購入工

（けた橋）

桁全数について測定する橋桁のそりは

中央の値とする。
なお、JIS 製品の場合はJIS 認定工場

の成績表に代えることができる。

JIS製品以外はJIS製品に準じる。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

桁   長  L (ｍ)

±10… L≦10m
±Ｌ/1,000…

    Ｌ＞10ｍ

断面 の外形寸 法 ±５

橋桁のそり δ１ ±８

横方向の曲がり δ２ ±10

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

４
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
桁
製
作
工

２２プレテンション桁購入工
（スラブ橋）

桁全数について測定する橋桁のそりは
中央の値とする。

なお、JIS 製品の場合はJIS 認定工場

の成績表に代えることができる。

JIS製品以外はJIS製品に準じる。

幅   （上）   ｗ１
＋10
－５

幅   （下）   ｗ２ ±５

高   さ     ｈ
＋10
－５

桁   長  

ス パ ン 長    ℓ

ℓ ＜15…±10

ℓ ≧15…

±（ℓ －５）
かつ

－30mm以内

横方向最大タワミ 0.8ℓ

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

４
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
桁
製
作
工

３ポストテンションＴ（Ⅰ）
桁製作工

桁全数について測定。
横方向タワミの測定は、プレストレッ

シング後に測定。

桁断面寸法測定箇所は、両端部、中央
部の３箇所とする。

ℓ ：スパン長
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

桁     長   ℓ －

断面の外形寸法(mm) －

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

４
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
桁
製
作
工

４プレキャストブロック桁購
入工

桁全数について測定。
桁断面寸法測定箇所は、図面の寸法表

示箇所で測定。

桁   長  

ス パ ン 長   ℓ

ℓ ＜15…±10

ℓ ≧15…

±（ℓ －５）
かつ

－30mm以内

横方向最大タワミ 0.8ℓ

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

４
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
桁
製
作
工

５プレキャストブロック桁組

立工

桁全数について測定。

横方向タワミの測定は、プレストレッ

シング後に測定。
桁断面寸法測定箇所は、両端部、中央

部の３箇所とする。

ℓ ：スパン長
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高 ±20

幅 ｗ１，ｗ２ ＋30～－５

厚   さ  ｔ ＋20～－10

桁   長  

ス パ ン 長   ℓ

ℓ ＜15…±10

ℓ ≧15…
±（ℓ －５）

かつ

－30mm以内

横方向最大タワミ 0.8ℓ

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

４
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
桁
製
作
工

７
８

ＰＣホロースラブ製作工
ＲＣ場所打ホロースラブ製

作工

ＰＣ版桁製作工

桁全数について測定。
基準高は、１径間当たりの２箇所（支

点付近）で１箇所当たり両端と中央部

の３点、幅及び厚さは１径間当たり両

端と中央部の３箇所。横方向タワミの
測定は、プレストレッシング後に測定。

ℓ ：スパン長
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高   ▽ ±20

幅             ｗ ±30

厚    さ   ｔ ＋20～－10

基準高は､１径間当たりの２箇所(支点付
近)で１箇所当たり両端と中央部の３点､幅

は１径間当たり３箇所､ 厚さは型枠設置時

におおむね10㎡に１箇所測定｡

(床版の厚さは､型枠検査をもって代る｡)

鉄筋の有効高さ ±10

鉄 筋 の か ぶり 設計値以上

１径間当たり３断面(両端及び中央)測定。

１断面の測定箇所は断面変化毎１箇所とす

る｡

±20

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

６
床
版
・
横
組
工

２床版・横組工

鉄 筋 間 隔 ＋10
(有効高さが

ﾏｲﾅｽの場合)

１径間当たり３箇所(両端及び中央)測定。

１箇所の測定は､橋軸方向の鉄筋は全数､橋
軸直角方向の鉄筋は加工形状毎に２ｍの範

囲を測定｡

据 付 け 高 さ ±５

可動支承の橋軸
方向のずれ

±10

支承中心間隔

（橋軸直角方向）
±５

橋 軸 方 向 １／100下

沓

の
水

平

度

橋軸直角方向 １／100

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

７
支
承
工

２ １ 支承工

（鋼製支承）

同一支承線上の可動

支承のずれの相対誤差
５

支承全数を測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

据 付 け 高 さ ±５

支承中心間隔 ±10

橋 軸 方 向

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

７
支
承
工

２ ２ 支承工
（ゴム支承）

支

承
の

水

平
度

橋軸直角方向

１／300以下

５㎜以下

支承全数を測定。
上部構造部材下面とゴム支承面との接

触面及びゴム支承と台座モルタルとの

接触面に肌すきが無いことを確認。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

地 覆 の 幅   ｗ１ ＋20～－10

地覆の高さ     ｈ ＋20～－10

有 効 幅 員   ｗ２ ＋30～ ０

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

８
橋
梁
付
属
物
工

５地覆工 １径間当たり両端と中央部の３箇所測
定。

幅 ＋10～－５

高     さ ±10

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

８
橋
梁
付
属
物
工

６
７

橋梁用防護柵工
橋梁用高欄工

１径間当たり両端と中央部の３箇所測
定。



529

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部

８
橋
梁
付
属
物
工

９現場塗装工 塗 膜 厚 ａ．ロットの塗膜
厚平均値は、目

標塗膜厚合計値

の90％以上。

ｂ．測定値の最小
値は、 目標塗膜

厚合計値の70％

以上。
ｃ．測定値の分布

の標準偏差は、目

標塗膜厚合計値
の20％を超えな

い。 ただし、

測定値の平均値

が目標塗膜厚合
計値より大きい

場合はこの限り

ではない。

塗装終了時に測定する。
1ロットの大きさは500㎡とする。

１ロット当たりの測定回数は 25点と

し、各点の測定は５回行い、その平均

値をその点の測定値とする。



530

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高  ▽ ±30

厚   さ    ｔ －20

内 空 幅    ｗ －30

内 空 高    ｈ ±30

ブロック長    Ｌ －50

３
道
路
編

６
共

同

溝

５
現
場
打
ち
構
築
工

２現場打ち躯体工 両端・施工継手箇所及び図面の寸法表示
箇所で測定。

厚   さ    ｔ －20

幅             ｗ －20

長   さ     Ｌ －20

３
道
路
編

６

共

同
溝

５
現
場
打
ち
構
築
工

５カラー継手工 図面の寸法表示箇所で測定。

幅       ｗ 設計値以上３
道
路
編

６

共

同
溝

５
現
場
打
ち
構
築
工

６１防水工

（防水）      

両端・施工継手箇所の底版・側壁・頂

版で測定。

厚   さ    ｔ 設計値以上
３
道
路
編

６
共

同

溝

５
現
場
打
ち
構
築
工

６２防水工
（防水保護工）

両端・施工継手箇所の「四隅」で測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

高  さ      ｈ －20

幅             ｗ ±50

厚   さ    ｔ －20

３
道
路
編

６
共

同

溝

５
現
場
打
ち
構
築
工

６３防水工
（防水壁）

図面の寸法表示箇所で測定。

基 準 高    ▽ ±30

施工延長20ｍにつき１箇所、延長20ｍ

以下のものは １施工箇所につき２箇

所。
ただし､基準高の適用は据付後の段階

検査時のみ適用する。

延   長     Ｌ －200

３
道
路
編

６

共

同
溝

６
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
構
築
工

２プレキャスト躯体工

延長：１施工箇所毎

埋 設 深    0～＋50
接続部（地上機器部）間毎に１箇所。

延   長     Ｌ －200

３

道
路

編

７

電
線

共

同
溝

３

電
線

共

同
溝

工

２ 管路工

接続部（地上機器部）間毎で全数。

【管路センターで測定】



532

単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高  ▽ ±30
３
道
路
編

７
電

線

共

同
溝

３
電
線
共
同
溝
工

３プレキャストボックス工 接続部（地上機器部）間毎に１箇所。

基 準 高  ▽ ±30

厚   さ  ｔ －20

内 空 幅  ｗ －30

内 空 高  ｈ ±30

ブロック長  Ｌ －50

３
道
路
編

７
電

線

共

同
溝

３
電
線
共
同
溝
工

４現場打ちボックス工 両端・施工継手箇所及び図面の寸法表示
箇所で測定。

基 準 高 ▽ ±30

※厚 さ ｔ１～ｔ５ －20

※幅   ｗ１，ｗ２ －30

※高 さ ｈ１，ｈ２ －30

３
道
路
編

７
電

線

共

同
溝

４
付
帯
設
備
工

２ハンドホール工 １箇所毎
※は現場打部分のある場合



533

単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

主桁・主構 各支点及び各支間中央付

近を測定｡

フランジ幅 ｗ (ｍ)

腹板高  ｈ (ｍ)

腹板間隔  ｂ’(ｍ)

±2… ｗ≦0.5

±3…

0.5＜ｗ≦1.0
±4…

1.0＜ｗ≦2.0

±(3＋ｗ/2)
…2.0＜ｗ

床組など 構造別に、５部材につき

１個抜き取った部材の中

央付近を測定。

フランジの直角度
                δ(㎜)

ｗ／200

主桁 各支点及び各支間中央付
近を測定。

圧縮材の曲がり
     δ(㎜)

ℓ ／1000

主要部材全数を測
定。

３
道
路
編

９

道

路
修

繕

３
工
場
製
作
工

４ 桁補強材製作工



534

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 個々の

測定値
（Ｘ）

平均の

測定値
（Ｘ₁ ₀ ）

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ  ｔ －7 －2

幅         ｗ －25 －

３
道
路
編

９

道

路

修
繕

４
舗
装
修
繕
工

３路面切削工 厚さは 20ｍ毎又は側点毎に現舗装

高切削後の基準高の差で算出する。

測定点は車道中心線、 車道端及び

その中心とする。
延長20ｍ未満の場合は、２箇所／施

工箇所とする。断面状況で、間隔、

測点数、厚さを変えることが出来
る。測定方法は自動横断測定法によ

ることが出来る。

厚 さ ｔ 該当工種

幅     ｗ －50
路
盤

工
延  長 Ｌ －100

厚  さ ｔ 該当工種

幅    ｗ －25

３
道
路
編

９
道

路

修
繕

４
舗
装
修
繕
工

４舗装打換え工

舗
設

工
延 長 Ｌ －100

各層毎１箇所／１施工箇所

厚   さ ｔ －7 －2

幅 ｗ －25 －

延   長 Ｌ －100

３
道
路
編

９
道

路

修
繕

４
舗
装
修
繕
工

５切削オーバーレイ工

平 坦 性 －
３ｍプロフィル

メーター

（σ） 2.4㎜以下

厚さは 20ｍ毎又は側点毎に現舗装
高切削後の基準高の差で算出する。

測定点は車道中心線、 車道端及び

その中心とする。
延長20ｍ未満の場合は、２箇所／施

工箇所とする。断面状況で、間隔、

測点数、厚さを変えることが出来

る。測定方法は自動横断測定法によ
ることが出来る。
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単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 個々の

測定値
（Ｘ）

平均の

測定値
（Ｘ₁ ₀ ）

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚  さ ｔ －9

幅    ｗ －25

延  長 Ｌ －100

平 坦 性 －

３ｍプロフィル
メーター

(σ)2.4㎜以下

３
道
路
編

９

道

路

修
繕

４
舗
装
修
繕
工

６オーバーレイ工 厚さは20ｍ毎又は側点毎に現舗装

高とオーバーレイ後の基準高の差

で算出する。

測定点は車道中心線、車道端及び
その中心とする

幅は、延長20ｍ毎又は側点毎に１箇

所の割とし、延長40ｍ未満の場合は、
２箇所／施工箇所とする。断面状況

で、間隔、測点数を変えることが出

来る。

厚 さ ｔ －30

幅  ｗ －50
路
盤
工

延 長 Ｌ －100

３
道
路
編

９
道

路

修

繕

４
舗
装
修
繕
工

７路上再生路盤工 幅は延長20ｍ毎又は側点毎に１箇所
の割で測定。

厚さは、各車線 20ｍ毎に左右両端

及び中央部の３点を掘り起こして測

定。



536

単位：㎜

規 格 値

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 個々の

測定値
（Ｘ）

平均の

測定値
（Ｘ₁ ₀ ）

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

厚 さｔ －９

幅  ｗ －25

延 長Ｌ －100

リペーブの

場合再生表

層厚   ｔ２

－９

舗

設

工

平 坦 性 － 2.4

３
道
路
編

９

道

路

修
繕

４
舗
装
修
繕
工

８路上表層再生工 幅は延長 20ｍ毎又は側点毎に１箇

所の割で測定。

厚さは1,000㎡ 毎に､現舗装高と舗設

後の基準高の差を、車線中心線、車線
端及びその中心とする。

基 準 高  ▽ ±20

幅        ｗ ±30

延  長 Ｌ －200

３
道
路
編

９

道

路

修
繕

４
舗
装
修
繕
工

９プレキャストＲＣ舗装版工 施工延長20ｍ毎又は側点毎につき１

箇所、延長20ｍ以下のものは１施工箇

所につき２箇所。

なお、製品使用の場合は、製品寸法に
ついては規格証明書等による。
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単位：㎜

規 格 値

個々の

測定値
（Ｘ）

10個の測定

値の平均
（Ｘ₁ ₀ ）

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目

中規模
以上

小規模
以下

中規模
以上

測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

基 準 高  ▽ ±50 －

ｔ＜   

15 cm
－30 －10

厚        さ
ｔ≧
15cm

－45 －15

幅 －100 －

３
道
路
編

９
道

路

修
繕

４
舗
装
修
繕
工

10 １歩道舗装修繕工
（歩道路盤工）

（取合舗装路盤工）

（路肩舗装路盤工）

基準高は片側延長40m毎又は側点
毎に一箇所の割で測定。

厚さは、片側延長200ｍ毎又は側点

毎に一箇所掘り起こして測定。
幅は、片側延長80ｍ毎又は側点毎

に一箇所測定。

両端部２点で測定する。

厚    さ －９ －３

幅 －25 ―

３
道
路
編

９

道

路
修

繕

４
舗
装
修
繕
工

10 ２歩道舗装修繕工

（歩道舗装工）

（取合舗装工）
（路肩舗装工）

（表層工）

幅は、片側延長80ｍ毎又は側点毎

に一箇所の割で測定。

厚さは、片側延長200ｍ毎に一箇所
コアーを採取して測定。

・工事規模の考え方
  中規模とは､１層あたりの

施工面積が2,000㎡以上とす

る。
小規模とは、表層及び基

層の加熱アスファルト混合

物の総使用量が500t未満あ
るいは施工面積が 2,000㎡

未満。

  厚さは、個々の測定値が

10個に９個以上の割合で規
格値を満足しなければなら

ないとともに10個の測定値

の平均値(Ｘ10)について満
足しなければならない。た

だし、 厚さのデータ数が

10 個未満の場合は測定値
の平均値は適用しない

厚 さ ｔ －20

高 さ ｈ －30
嵩

上

延  長 Ｌ －200

３
道
路
編

９

道

路
修

繕

５
道
路
構
造
物
修
繕
工

３排水構造物修繕工 施工延長20ｍ又は側点毎に１箇所、

延長20ｍ以下のものは１施工箇所に

つき２箇所。
取壊し寸法又は嵩上げ寸法が変化す

れば、変化点毎に測定。
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単位：㎜

測 定 基 準
編章節条

枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値
プレートガーター トラス・アーチ等

測 定 箇 所 摘 要

主桁・主構 各支点及び各支間中央付

近を測定｡

フランジ幅 ｗ (ｍ)
腹板高  ｈ (ｍ)

腹板間隔  ｂ’(ｍ)

±2… ｗ≦0.5

±3…

0.5＜ｗ≦1.0
±4…

1.0＜ｗ≦2.0

±(3＋ｗ/2)
…2.0＜ｗ

床組など 構造別に、５部材につき

１個抜き取った部材の中

央付近を測定。

フランジの直角度
                 δ(㎜)

ｗ／200

主桁 各支点及び各支間中央付
近を測定。

圧縮材の曲がり

      δ(㎜)
ℓ ／1000

３
道
路
編

９

道

路
修

繕

６
橋
梁
修
繕
工

７ 鋼桁補強工

主要部材全数を測

定。

厚 さ ｔ１，ｔ２ －20

幅      ｗ１～ｗ4 －20

延    長       Ｌ 設計値以上

３
道
路
編

９
道

路

修
繕

６
橋
梁
修
繕
工

８ 伸縮継手修繕工
（ゴムジョイント）

伸縮継手の両端部及び中央部の３箇所を
測定。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

据 付 け 高 さ ±５

可 動 支 承 の

橋軸方向のずれ
±10

支承中心間隔
（橋軸直角方向）

±５

橋 軸 方 向 １／100下
沓
の
水
平
度

橋軸直角方向 １／100

同一支承線上の可動支

承のずれの相対誤差
５

３
道
路
編

９
道

路

修

繕

６
橋
梁
修
繕
工

10 １ ＰＣ橋支承修繕工・鋼桁支
承修繕工

（鋼製支承）

支承全数を測定。

据 付 け 高 さ ±５

支承中心間隔 ±10

橋 軸 方 向
下
沓
の
水
平
度

橋軸直角方向

１／300以下

５㎜以下

３
道
路
編

９

道

路
修

繕

６
橋
梁
修
繕
工

10 ２ ＰＣ橋支承修繕工・鋼桁支

承修繕工

（ゴム支承）

支承全数を測定。

上部構造部材下面とゴム支承面との接

触面及びゴム支承と台座モルタルとの
接触面に肌すきが無いことを確認。
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単位：㎜

編章節条
枝
番

工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要

３
道

路

編

９
道

路

修

繕

７
現

場

塗

装
工

６ コンクリート面塗装工 第１篇３－３－16コンクリート面の塗
装工に準ずる｡



 541 

単位：㎜ 

編 章 節 条 

枝 

番 
工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

４
管
き
ょ
工
（
開
削
） 

２  掘削 基準高 

（EL） 
±30 

人孔間毎に1箇所、立坑毎 

 

出来形成果表

を作成 

幅 

（B） 
－50 

深さ 

（H） 
－30 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

４
管
き
ょ
工
（
開
削
） 

３  開削工 

(管布設工） 
基準高 

（EL） 
±20 

人孔間毎 

 

出来形管理表

及び出来形成

果表を作成 

平面図・縦断

図に基準高，

勾配，延長を

記入 

勾配 

（i） 
実流量以上 

布設延長 

（L） 

口径（管種毎） 

トータル －100 

工区 

トータル －200 

人孔間毎に1箇所 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

４
管
き
ょ
工
（
開
削
） 

４ 

 

管基礎工 

(砂，砕石) 厚さ 

（ｈ1，ｈ2，ｈ3） 
設計値以上 

人孔間毎に１箇所 

 

出来形成果表

を作成 

 
幅 

（B） 
設計値以上 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

４
管
き
ょ
工
（
開
削
） 

４ 

 

コンクリート基礎 

 

 

 

 

 

厚さ 

（ｈ） 
設計値以上 

人孔間毎に１箇所 

立坑毎 

 

出来形管理表

を作成 
幅 

（B） 
設計値以上 

H 

L 

ｈ３ 

ｈ１ 

ｈ２ 

B 

B 

h 

B 
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単位：㎜ 

編 章 節 条 

枝 

番 
工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

８
マ
ン
ホ
ー
ル
工 

４ 

 

組立マンホール設置工 

基準高 

（EL） 

マンホール深の 

±50 
マンホール毎 

 

出来形管理

表及び出来

形成果表を

作成 

平面図・縦断

図に基準高，

マンホール

深を記入 

マンホール深 

（H） 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

８
マ
ン
ホ
ー
ル
工 

６ 

 

現場打マンホール設置工 基準高 

（EL） 
±50 

マンホール毎 

 

出来形管理

表及び出来

形成果表を

作成 

平面図・縦断

図に基準高，

マンホール

深を記入 

マンホール深 

（H1,H2） 
±50 

躯体厚 

（T） 
設計値以上 

スラブ厚 

（S） 
設計値以上 

底版厚 

（E） 
設計値以上 

内空幅 

（B） 

設計値以内 

かつ－30 

躯体高 

（ｈ） 

設計値以内 

かつ－30 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

５
管
き
ょ
工
（
小
口
径
推
進
） 

２ 

 

削進工 

布設延長 

（L） 
設計値以上 箇所毎 

 

出来形成果

表を作成 

参考図等に

延長を記入 

 

H1 H2 

T 

B 

 h 

 
E 

S 

 

H 
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単位：㎜ 

編 章 節 条 

枝 

番 
工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

５
管
き
ょ
工
（
小
口
径
推
進
） 

２ 

 

小口径推進工 

（内径800㎜未満） 
基準高 

（EL） 

±25 

（目標値） 

推進管 

1本毎 

 

出来形管理表

及び出来形成

果表を作成 

 

平面図・縦断

図に基準高，

勾配，延長を

記入。出来形

図を作成し設

計値に対する

基準高，蛇行

量を記入。 

布設延長 

（Ｌ） 

口径トータル 

－Ｌ/500 かつ－100 

工区トータル 

－200 

1スパン毎 

勾配 

（i） 

実流量以上 人孔間毎 

逆勾配は認めない 推進管1本毎 

水平蛇行 
±25 

（目標値） 

推進管 

1本毎 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

６
管
き
ょ
工
（
推
進
） 

２ 

 

推進工 

（内径800㎜以上） 
基準高 

（EL） 

±25 

（目標値） 

推進管 

1本毎 

 

出来形管理表

及び出来形成

果表を作成 

 

平面図・縦断

図に基準高，

勾配，延長を

記入。出来形

図を作成し設

計値に対する

基準高，蛇行

量を記入。 

布設延長 

（Ｌ） 

口径トータル 

－Ｌ/500 かつ－100 

工区トータル 

－200 

1スパン毎 

勾配 

（i） 

実流量以上 人孔間毎 

逆勾配は認めない 推進管1本毎 

水平蛇行 
±25 

（目標値） 

推進管 

1本毎 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

７
管
き
ょ
工
（
シ
ー
ル
ド
） 

２ 

 

一次覆工 
基準高 

（EL） 

±50 

（目標値） 
１リング毎 

 出来形管理表

及び出来形成

果表を作成 

 

出来形図を作

成し設計値に

対する基準

高，上下左右

方向の蛇行量

を記入。 

延長 

（Ｌ） 
－100 １スパン毎 

蛇行 
±50 

（目標値） 
１リング毎 
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単位：㎜ 

編 章 節 条 

枝 

番 
工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

７
管
き
ょ
工
（
シ
ー
ル
ド
） 

３ 

 

二次覆工 
基準高 

（EL） 

±25 

（目標値） 

１打設毎 

 出来形管理表

及び出来形成

果表を作成。 

出来形図を作

成し設計値に

対する基準

高，上下左右

方向の蛇行量

を記入。 

1次覆工と同

じ平面図・縦

断図に基準

高，勾配，延

長を記入。 

延長 

（Ｌ） 
－100 

蛇行 
±25 

（目標値） 

勾配 実流量以上 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

10

立

坑

工 

３ 

 

矢板工 

［任意仮設は除く］ 

（鋼矢板） 

（軽量鋼矢板） 

（その他） 根入長 設計値以上 

基準高は施工延長40m(測点間隔25mの場

合は50m)につき1箇所、延長40m（又は

50m）以下のものは1施工箇所につき2箇

所。 

変位は、施工延長20m(測点間隔25mの場

合は25m)につき1箇所、延長20m（又は

25m）以下のものは1施工箇所につき2箇

所。 

 

 

 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

10

立

坑

工 

４ 

 

深礎工 

（ライナー等） 基準高▽ ±50 

各リング毎 

 

 

根入長 設計値以上 

偏芯量d 40以内 

 

ｄ 

 

・ 

 

・ 

2 2 

ｙ 

ｘ 

ｄ=    ｘ + ｙ 
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単位：㎜ 

編 章 節 条 

枝 

番 
工   種 測 定 項 目 規 格 値 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘 要 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

10

立

坑

工 

５ 

 

鋼製ケーシング式立坑工 

基準高▽ ±50 

各ケーシング毎 

 

出来形管理表

及び出来形成

果表を作成。 

出来形図を作

成し設計値に

対する基準

高，上下左右

方向の蛇行量

を記入。 

1次覆工と同

じ平面図・縦

断図に基準

高，勾配，延

長を記入。 

圧入深 

設計値以上 
掘削深 

引抜長 

立坑深 

偏芯量d 40以内 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

11

地

盤

改

良

工 

１ 

 

地盤改良工 

（薬液注入工） 延長・幅・面積 設計値以上 

全箇所  

 

基準高▽ －50 

削孔深 設計値上 

改良高 設計値以上 

注入量 設計値以上 

５
下
水
道
編 

１
管
路 

11

地

盤

改

良

工 

２ 

 

地盤改良工 

（高圧噴射撹拌工） 
延長Ｌ 設計値以上 １箇所／１施工箇所 

 

 

基準高▽ －50 全本数 

杭径Ｄ 設計値以上 １箇所 

震度Ｉ 設計値以上 全本数 

 

ｄ 

 

・ 

 

・ 

2 2 

ｘ 

ｄ=   ｘ + ｙ 

 

ｙ 


